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序文

本町は埋蔵文化財包蔵地が多く、 「縄文銀座Jと称されるとおり、縄文時代

の遺跡を中心に前川、安楽川沿いに200か所以上の「周知の遺跡」があります。

これらの遺跡は、農業基盤整備事業或いは宅地開発等の開発行為により、発

掘調査等が実施され、貴重な資料を提供するとともに、遺跡の性格等が解明さ

れつつあります。

本書は、平成4・5年度に実施しました、県営畑地帯総合土地改良事業曽於

東部二期地区(家野工区)における、家野遺跡の発掘調査報告書であります。

家野遺跡からは、縄文時代早期から晩期にかけての遺物が出土しており、特

に縄文時代後期の資料が充実しています。

ここに、その調査結果を報告書として刊行いたしますが、この報告書が広く

文化財保護並びに学術研究の一助となれば幸いです。

発刊にあたり、指導者や作業協力者の皆様、また、調査に御協力いただいた

作業員の皆様、並びに関係各位に対し、厚く御礼申し上げます。

平成6年3月

志布志町教育委員会



例言

1.乙の報告書は、平成4・5年度に実施した、県営畑地帯総合土地改良事業曽於東部二期地

区(家野工区)に伴う、家野遺跡の埋蔵文化財発掘調査報告書である。

2.緊急全面発掘調査は、志布志町教育委員会が調査主体となり実施した。

3.調査における測量・写真撮影は、主に米元・小村が行い、調査の実施にあたっては、県教

育庁文化課及び県立埋蔵文化財センターの指導・協力を得て実施した。

4.本書に用いたレベル数値は、すべて海抜高である。

5.遺物番号については、通し番号とし、挿図・図版とも一致している。

6. 出土遺物は、志布志町教育委員会で一括保管し、公開展示する予定である。

7.本書の執筆および編集は主に小村が行った。

8.遺跡の調査、遺物の整理にあたり、次の方々に御教示、御協力賜った。

坂元裕樹、杉尾木の実、生重美恵子
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第 I章発掘調査の経過

第 1節調査に至るまでの経過

鹿児島県教育委員会 G県文化課)では、県下の市町村教育委員会と連携し、文化財の保存・活用を図るため、

各関係機関との間で、事業地区内における文化財の有無及びその取り扱いについて事前に協議し、諸開発と

の調整を図っている。

この事前協議制に基づき、大隅耕地事務所(以下、耕地事務所)は志布志町帖字田床地内における、県営

畑地帯総合土地改良事業曽於東部二期地区(家野工区)計画策定にあたり、実施計画区域内の埋蔵文化財の

有無について、志布志町教育委員会(以下、教育委員会)に照会した。

これを受けて教育委員会は、当該事業地区の分布調査を実施した。その結果、当該事業区域内に「家野遺

跡」が存在していることが判明した。

このため教育委員会は事業実施前に、遺跡の範囲・性格等の把握を目的とした確認調査(平成4年5月20

日から6月20日)を実施した。その結果、縄文時代の遺物等が出土した。

このことを受けた耕地事務所は、設計変更が不可能なことを報告した上で、記録保存を目的とした緊急全

面発掘調査を要望した。

これを受けて教育委員会は、平成4年6月22日から 9月11日まで緊急全面発掘調査を実施した。緊急全面

発掘調査は志布志町教育委員会が主体となり、県教育庁文化課及び県立埋蔵文化財センターの指導・協力を

得て実施した。

第2節調査の組織

1 確認調査・緊急全面発掘調査(平成4年度)

調査主体 志布志町教育委員会

調査責任者 " 教 育 長 徳重俊一

調査調整 " 社会教育課長 慶田泰輔

調査事務 " 社会教育課長補佐 井手富男

兼社会教育係長

" " 主 査 米元史郎

調査事務 " 主 事 補 小村美義

調査担当者 " 主 査 米元史郎

" " 主 事 補 小村美義

2 整理作業・報告書作成(平成5年度)

調査主体 志布志町教育委員会

調査責任者 " 教 育 長 徳重俊一

調査調整 " 社会教育課長 慶田泰輔

調査事務 " 社会教育課長補佐 井手富男

兼社会教育係長

" " 主 査 米元史郎

" " 主 事 補 小村美義

担 当 者 " 主 事 補 小村美義

-1-



第3節 調査の経過

1 確認調査(平成4年度)

事業計画区域内の地形等を考慮しながら、合計24か所(一部、拡張トレンチを含む。)のトレンチ(以下、

fTJ )を設定し、確認調査を実施した。

その結果、 1・7・13・14・20T以外のトレンチから、縄文時代後・晩期を主体とする遺物・遺構を検

出した。確認調査は、平成4年5月20日から同年6月20日まで実施した。

2 緊急全面発掘調査(同年度)

緊急全面発掘調査は、平成4年6月22日から同年9月11日まで行い、事業計画区域内で圃場整備工事によ

り、遺跡の現地保存が不可能な部分について、記録保存を主目的として実施した。

遺跡のほぼ中央の南側にA地点、 A地点の北東側にB地点、さらにB地点の東側にC地点を設定し、実施

した。

3 A地点の調査

A地点は、確認調査の16T付近の標高86.7mを測る場所で、現況は緩やかな微高地であった。

緊急の全面発掘調査は、まず調査面積・期間の縮小・短縮を主目的とする、 8ヶ所の fLJ字型の試掘T

の調査から開始した。この試掘Tの調査結果を考慮した上で、工事により削平を免れないと思慮される、最

低限度の面積について調査を実施した。

全面発掘調査は、北側から南側へ、 1・2…、東側から西側へ、 A・B…とし、 1-A区、 1-B区、 2

-A区、 2-B区…と呼称する、 10mのグ、リッドを設定し実施した。

調査の結果、縄文晩期の集石4基、縄文早期の集石3基の遺構とともに、多量の土器等が出土するに至っ

た。

縄文晩期の遺物等は調査区の西側では、遺物包含層が人為的な削平を受けていたことから、東側に集中す

る傾向がみられた。また、縄文早期の遺物包含層は良好な状態で残存していたが、住居跡等は検出できなか

った。

4 B地点の調査

B地点は、 A地点より標高が低く83.6mを測る場所で、現況は北側から南側への緩傾斜が認められた。縄

文後・晩期の遺物包含層が厚く堆積していたことから、 A地点の東側から若干の遺物の流れ込みを考慮する

必要がある。

先述のとおり、現況は北側から南側への緩傾斜は認められたが、南側にいくほど遺物出土が希薄となって

いった。調査の結果、遺構は検出できなかったが、多量の縄文後期の土器等が出土した。

5 C地点の調査

C地点の標高は87.1mを測り、 A地点とほぼ同様の高さである。 C地点においてもB地点と同様に、縄文

後期の遺物包含層がかなり厚く堆積していたため、北側の微高地からの遺物の流れ込みの可能性を考慮する

必要がある。調査の結果、遺構は検出できなったが、多量の縄文後期の土器等が出土し、ほぽ完形に復元で

きる土器も検出した。

つ臼
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第E章発掘調査の概要

第 1節基本土層

家野遺跡は、笠祇山塊から西に向って突出する舌状台地である、天

堤集落の背後にある家野原台地上に位置する。

I層:旧耕作土で、比較的軟質である。色調・硬さ等により、数層に

細分される。

E層:暗茶褐色土。弥生時代以降の遺物を包含する層である。 C地点

を主体として、極少量の遺物が出土している。

E層:黄褐色土。縄文時代前~晩期の遺物包含層である。 B'C地点

では非常に厚く堆積しており、流れ込みの可能性も否定できない。

N層:暗茶褐色土。ゴマシオ状の火山灰を包含する硬質土層である。

霧島起源の「御池」に比定される。

V層:茶褐色土。下部に池田起源の黄白色軽石を包含する。場所によ

っては、硬質となっている所もある。

羽層.，憧色火山灰土。いわゆる「アカホヤ」と呼ばれる層である。

下部に砂粒状のパミスが認められる。

VJI層:暗茶褐色土。縄文時代早期の遺物包含層である。場所によって

は色調・硬さ等により数層に細分できる。 A地点では多量の遺

物が出土している。

唖層:乳白色硬質土。 fi薩摩Jと呼ばれる層である。場所によっては、

色調・硬さ等により a. b (ブロック)層に細分できる。

E層:暗茶黒褐色土。縄文時代草創期相当層である。場所によっては

認められない。

X層:茶褐色粘質土。粘質が強い層で、いわゆる「チョコj と呼ばれ

ている。色調・硬さ等により、数層に細分できる。

XI層:黄灰色火山灰土。 rヌレシラス」と呼ばれる層で、多量の黄

色軽石を包含する場所も認められた。

第2節遺構(第6・7園)

I 

E 

E 

町
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~ o n 0 

VI 

四

~vm 
医

X 

E 

第3図土層柱状図

家野遺跡からは集石遺構が8基検出された。その検出面から、縄文早期(1-3号)と縄文後~晩期 (4

-8号)に区分される。そのうち、 6-8号は近接した状態で検出された。また、全ての集石遺構で掘り込

みは確認できなかった。なお、幾つかの集石遺構については、位置とレベルの記録を怠ったものもあり、反

省する次第である。
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1号集石

A地区7-D区のVlI層から、 56点程の礁が150X110cmの範囲で検出された。 90X70cmの範囲でまとま

っている箇所とその周囲の散在した磯で構成される。 5~15cm程度の大きさの礁が多い。集石の近くからは

土器片(1類土器口縁部)が1点出土している。

2号集石

A地区のVlI層から、 44点程の磯が65X50cmの範囲にまとまって検出された。 5~10cm程度の大きさの磯

が多い。

3号集石

A地区のVlI層から、 60点程の機が85X80cmの範囲で検出された。中央部がやや散在している。 5~10cm 

程度の磯が多い。集石内からは土器底部片が1点認められた。

4号集石

A地区7-B区のE層から、 123点程の磯が130X70cmの範囲で検出された。 80X80cmの範囲でまとま

っている箇所とその南側に50X40cmの範囲でやや広がった状態の箇所で構成される。 10cm程度の大きさの

膿が多いが、 30cmを超える磯もみられる。集石内では打製石斧・磨製石斧・敵石・石皿など複数の石器が認

められた。

5号集石

10トレンチのE層で、 140点程の磯が180X170cmの広い範囲に散在した状態で検出された。 10cm程度の

大きさの磯が多い。

6号集石

A地区 8-B区のm層から、 98点程の磯が150X90cmの範囲にまとまって検出された。 10~15cm程度

の大きさの磯が多い。集石の近くからは打製石斧の完形品が出土している。

7号集石

A地区8-B区のm層から、 38点程の磯が90X70cmの範囲にまとまって検出された。 10cm程度の大きさ
の磯が多い。集石内からは打製石斧1点と土器片1点が認められた。

8号集石

A地区8-B区のE層から、 62点程の醸が140X80cmの範囲にやや広がった状態で検出された。 15cm程

度の大きさの磯が多い。集石内からは打製石斧が2点認められた。

1号 2号
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第3節 出土土器

家野遺跡出土の縄文土器は、形態及び文様により 1~30類に分類できた。このうち、 1~9類土器は早期

に、1O~13類土器は前~中期後葉に、 14~27類土器は中期末~後期に、 28 ・ 29類土器は晩期にそれぞれ位

置づけられる。なお、型式不明の土器を30類土器とした。これら以外に、円盤状土製品が認められる。

出土状況について、早期土器はVlI層から出土し、主にA地点で認められる。前~中期後葉の土器は出土量

が少なく、際立った傾向は認められない。出土量が最も多い中期末~後期の土器は、 B.C地点のE層から

出土している。晩期土器はE層から出土し、主にA地点で認められる。

各類土器の特徴は以下のとおりである。

1類土器(第8図 1-2) 

口唇部に連続する刺突を施し、直行する口縁部の上端に縦位・斜位の貝殻刺突文を施すものである。胴部

に目の細かい貝殻条痕を施す。

2類土器(第8図 3-18) 

直行する口縁部の上端に刺突文を、胴部に袋M立の粗い貝殻条痕をそれぞれ施すものである。口縁部の刺突

文には貝殻腹縁によるもの、ヘラ状工具によるもの、幅広のものが認められ、 1段だけでなく、 2段に施す

ものもある。円筒形と角筒形がある。

3類土器(第9図 19) 

斜位の貝殻条痕の上に貝殻刺突文を加えるものである。口縁部には横位の貝殻刺突文を、胴部には縦位・

奈H立の貝殻刺突文を施す。

4類土器(第9図 20-23) 

口縁部に縦位の貝殻刺突文を施し、胴部に員殻押引文を施すものである。

5類土器(第9図 24) 

3類または4類の底部と考えられるものである。底端部に縦位の短沈線文を巡らせる。

6類土器(第9図 25) 

外面に横位の員殻刺突文を施すものである。

7類土器(第9図 26-28) 

外面に短沈線文を羽状に施すものである。口縁部がやや内湾する。内外面ともに丁寧なナデ調整を行う。

胎土に金雲母を含むものと石英・長石類を多く含むものの2種類が認められる。

8類土器(第9図 29-34) 

回転原体による施文を行うもので、楕円文や山型文、条線文、連点状のもの、撚糸文、縄文などがみられ

る。口縁部内面にも施文される。

9類土器(第9図 35) 

網目撚糸文を施すものである。

10鎖土器(第10図 36) 

沈線文を幾何学的に施すものである。

1 1類土器(第10図 37・38)

貝殻連点文や突帯文、貝殻刺突文を幾何学的に施すものである。口縁部内面にも施文される。

12類土器(第10図 39) 

キャリバー形の口縁を呈するものである。口縁部に波状の沈線文を施す。

13類土器(第10図 40・41)

突帯を曲線状に施し、その突帯上に貝殻刺突文を施すものである。胎土に金雲母を含む。
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14類土器(第10図 42) 

胴部に箆削文を施すもので、鉢形を呈すると思われる。胎土に滑石を含む。

15類土器(第11-15図 43-82) 

外面に回線文を施すものである。文様や器形により 5類に細分した。

a類 (43~48 ・ 50~53) 回線文のみ施すもの。

b類 (54~61)口縁部上位に凹点文や刺突文を施すもの。

23 

C 類 (49 ・ 62~68) :口縁部上端に粘土を貼付することにより肥厚させ、そこに凹点文や刺突文を

施すもの。
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省主望c-

d類 (69~76) 口縁部上位に貝殻刺突文を施すもの。器形には、口縁部が直行するものと頚部が締

まり、胴部が張るものの2種類が認められる。

e類 (77~82) 口縁端部外面に刻みを施すもの。器形にはd類同様、 2 種類ある。

16類土器(第16-18図 83-131) 

外面に細形回線文、または沈線文を施すものである。胎土に金雲母を含むものが多い。器形や文様により、

9類に細分した。

a類 (83~93) 口唇部に沈線文を施すもの。連点文を付加するものもある。また、口縁部が肥厚し、

そこに円文や連点文を施すものもある。

b 類 (94~98) 口縁部が内湾または内反するもの。口縁部上端に円文や連点文を施す。

c類 (99・100) 突帯を施すもので、突帯上に円形刺突文を施す。

d 類(101~114) 口縁部が外反するもの。

e類 (115~117) 口縁部上端に員殻刺突文や刺突文を施すもの。

f 類 (118~122) 口縁部が直行またはやや内湾するもの。

g類 (123~127) 文様が口縁部の上位に集約されているもの。

h類 (128~130) 突起や把手などの装飾がみられるものを一括した。

i類 (131)内外面に粘土を貼付した補修痕がみられる胴部である。焼成前に入ったヒビを粘土で

撫でつけることにより補修を行ったと考えられる。その補修により、外面文様が消さ

れている。

17類土器(第18・19図 132-147) 

回線文や沈線文聞に貝殻刺突文や連点文を施すものである。飴土に金雲母を含むものが多い。
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第12図 15類土器 (2)

18類土器(第20-22図 148-182) 

口縁部が肥厚し、断面形が三角形もしくは「く」字状を呈するもので、その部分に貝殻刺突文や爪形文、

沈線文、連点文を施す。また、胴部や口縁部内面に施文されるものもある。平日縁と波状口i縁が認められる。

器形や文様により、 4類に細分した。

a類 (148"'-'157) 口縁部断面が三角形を呈するもの。肥厚部の上位にのみ施文されるものがほとんど

であるが、下位にも施文されるものもある。
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第15図 15類土器 (5)

b類 (158~166) 口縁部断面が「く」字状を呈し、肥厚部の下位に文様が認められないもの。

c類 (167~181)口縁部断面が「く」字状を呈し、肥厚部の下位にも施文されるもの。貝殻刺突文や沈

線文、回線文を施す。

d類(182) :口縁部断面が「く」字状を呈し、無文のもの。

19類土器(第23......25図 183-205) 

口縁部に紺立の貝殻刺突文を1段または2段巡らせるものである。波状口縁を呈するものが多い。内外面

ともに貝殻条痕を施す。器形や文様により、 2類に細分した。

a類 (183~192) 口縁部断面が「く」字状に屈曲するもの。沈線文や弧状の短沈線文を連続させるもの

(連続弧状短沈線文)を付加するものもある。

b類 (193~203) 口縁部が外反するもの。壷形を呈するものもある。

C類 (204・205) 無文のもの。
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20類土器(第25図 206-210) 

口縁部が外反し、頚部で締まり、胴部が膨らむ器形を呈し、口縁~胴部上半に爪形文や沈線文、貝殻刺突

文を施すものである。口縁端部がやや肥厚するものや口縁部に突起などの装飾をもつものも認められる。

21類土器(第25・26図 211-216・220)

口縁部が内湾もしくは直行し、胴部が張る器形を呈し、口縁部と胴部に員殻刺突文と沈線文を施すもので

ある。 19類土器でみられるような連続弧状短沈線文を施すものもある。波状口縁を呈するものもあり、波頂

部に刻みを有する。 19類土器とは異なり、ナデ調整または貝殻条痕後ナデ調整を行う。

22類土器(第25・26図 217-219・221-226)

口縁部が内湾もしくは直行し、胴部が張る器形を呈し、口縁部や胴部に員殻刺突文や沈線文、連続弧状短

沈線文などを施す。沈線聞に貝殻刺突文を施すような擬似縄文もみられる。ナデ調整、もしくはミガキに近

いナデ調整を行っており、貝殻条痕は認められない。

23類土器(第26図 227-240) 

いわゆる台付皿形土器を一括した。沈線文や貝殻刺突文を施しただけの平面的な装飾をもつものと、粘土

紐などを貼付することで立体的な装飾をもつものが認められる。粘土紐貼付には iWJ字状や iSJ字状の

ものがある。器面に赤色顔料や白色顔料を塗布するものも認められる。

24類土器(第27・28図 241-275) 

いわゆる磨消縄文土器を一括したものである。器形や文様により、 9類に細分した。

a類 (241~244) 口唇部に太めの沈線を巡らせるもの。

b類 (245・246) 胴部が大きく張る器形を呈し、幅広の平坦な口唇部に沈線文と刺突文を施すもの。

C 類 (247~254) 口縁部がやや肥厚し、口縁端部外面に員殻刺突文(貝殻擬似縄文)や鋸歯状の文様を

施すもの。大きく張り出す胴部をもっ鉢形土器もあり、口縁端部と胴部に縄文を施す。

また、口縁部に iSJ・iWJ字状の粘土紐を貼付するものや複数の穿孔をもっ突起も

認められる。

d類 (255~259) 口縁部が緩やかに立ち上がり、頚部で緩やかに屈曲する器形を呈し、口縁部と胴部に

磨消縄文を施すもの。沈線文のみのものもある。口縁部に3本の沈線文を、頚部屈曲

部には刺突連点文を巡らせる。

e類 (260~265) 口縁部が「く」字状に立ち上がり、頚部が鋭く屈曲する器形を呈し、口縁部と胴部に

磨消縄文を施すもの。沈線文のみのものもある。口縁部に 2~3本の沈線文を巡らせ

る。口縁波頂部直下や胴部に対向孤文を付加する。波頂部に iVJ字状の切り込みを

もっ。
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亡ゴ

f類 (266・267) 口縁部が緩やかに立ち上がり、口縁部外面に2本の沈線文を巡らせ、胴部に rXJ字

状の刺突文を施すものである。

g類 (269・271) 外反し、やや肥厚する口縁部に磨消縄文を施すものである。内外面ともにミガキ調整

を行う。外面に赤色顔料が認められる。

h類 (268・270) : a"'-' g類に含まれない口縁部を一括した。

i類 (272"'-'275) 磨消縄文が施される胴部を一括した。
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25類土器(第29-32図 276-328) 

内外面ともにミガキまたは丁寧なナデ調整を行い、器壁が厚手のものである。主に口縁部が外傾し、胴部

が張る器形を呈する。器形や文様により、 8類に細分した。

a類 (276~287) 口縁部が無文のもの。胴部に沈線文や凹線文を巡らせるものや施文されるものもある。

b類 (288~300) 口縁部に回線文を巡らせ、内面に段を有するもの。凹点文や逆 rUJ 字状凹線文を付

加するものもある。口唇部は平坦なものと丸みをもつものが認められる。回線の施文

が浅いものもある。

C 類 (301~309) 口縁部が凹線文を巡らせ、内面に段をもたないもの。 b類同様、凹点文や逆 rUJ 字

状凹線文を付加するものもある。

d類 (310~313) 口縁部に沈線文を巡らせるもの。

e類 (314・315) 口縁端部が肥厚し、凹線文や沈線文がみられないもの。

f類 (316・317) 口縁部が内湾し、無文のもの。

g類 (318~326) 胴部を一括した。凹線文を巡らせるだけのものや沈線文や連点文、逆 rUJ 字状の凹

線文を付加するものもある。

h類 (327・328) 外傾する口縁部からそのまま底部に至る、砲弾形を呈するもの。

26類土器(第32図 329-336) 

口縁部が「く」字状に屈曲し、屈曲部上位に沈線文や凹線文を数条巡らせるもの。日縁部形態には直行す

るものと内傾するものとが認められる。回線文聞は稜線状となる。胴部に数条の沈線文を巡らせるものや浅

鉢形を呈するものも認められる。

27類土器(第33-35図 337-381) 

後期に属すると考えられる底部を一括した。器形や底部圧痕の有無などにより、 6類に細分した。

a類 (337~342) 平底で、底部圧痕が認められないもの。

b類 (343~359) 平底で、底部圧痕が認められるもの。底部圧痕には編物や木の葉、貝殻条痕がある。

なお、底部圧痕をナデ消すものもある。

C 類 (360~365) 上げ底、または脚台をもつもの。

d類 (366・367) : a~c 類に含まれると考えられるもので、製作技法が分かるもの。

e類 (368~376) 内外面にミガキ調整または丁寧なナデ調整を行い、平底や小平底、上げ底を呈するも

の。器壁が厚く、重量感がある。

f 類 (377~381)内外面にミガキ調整または丁寧なナデ調整を行い、平底や上げ底を呈するもの。 e 類

よりも器壁が薄く、平べったい感がある。

28類土器(第36図 382-401) 

晩期に属すると考えられるもので、器面調整により、 3類に細分した。

a類 (382~390) 内外面ともに条痕調整やナデ調整を行うもので、深鉢形を呈する。口縁端部が肥厚す

るものや口縁端部に突帯を巡らせるものも認められる。底部は張り出しをもっ。

b類 (391~396) 胴~底部外面に組織痕が認められるもの。内面はミガキまたは丁寧なナデ調整を行う。

組織痕には網目や編布がみられる。

c 類 (397~401)内外面ともにミガキ調整を行うもので、浅鉢形を呈する。

29類土器(第36・37図 402-405) 

口縁端部と胴部屈曲部に刻目突帯を巡らせるもの。口縁端部のみに施すものもある。突帯は断面三角形を

呈している。
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30類土器(第37図 406.......409) 

型式不明の土器を一括したものである。

円盤状土製品(第37図 410.......426) 

土器片を円形に加工したものである。周縁部を打欠いただけのものが多いが、側面を面取りしたものも認

められる。 15""'19・24・25・29類土器が利用されている。

第1表 円盤状土製品観察表

掃 報 告層 長径 短径 重量 調整 胎土

図 '" (co) (co) (g) 備考
外商 内面 石/長 角噛 雲母 白磯 赤磯 官自

410 C I 3b 4.0 3.8 16.8 ヨコ貝条後ナデ ヨコ員条 O O 側面打欠凹輯文土器

4ll C I 3b 4.5 4.4 22.9 ヨコナデ ヨコナデ O O O 側面打欠回線士土器

412 2T I 3a 5.4 5.4 38.3 ナァ ヨコナデ O O 側面打欠(一部商取) 凹雄主土楼(口縁部)

413 C I 3b 7.0 6.8 70.5 組いヨコナァ 粗いヨコナデ O O O 側面打欠指宿式

414 C 3 4.8 4.5 20.4 ヨコナデ ヨコナデ O O O O 側面打欠指宥式

415 C I 3b 5.7 5.6 26.6 ナデ ヨコ貝条後ナァ O O O 側蘭打欠指宿式

416 C 3 6.3 5.9 51.2 ヨコナデ ヨコナT O O 側面打欠擬似蝿文土器

417 B I 3b 7.2 7.0 65.2 ヨコ貝条後ナデ ヨコ員条後ナデ O O O 側面打欠市来式

37 418 B 3 5.4 4.9 36.3 ヨコナデ ヨコナデ O O O 側面打欠市来式

419 l町 3. 5.9 4.7 32.4 ヨコ貝条後ナヂ ヨコ貝条後ナデ O O O 側面打欠( 部面取) 丸尾式

4犯 C I 3b 6.0 5.9 42.1 ナデ ナデ O O O O 側面打欠磨消縄文土器

421 B I 3b 5.4 5.3 岨 5 粗いヨコナデ Eコナデ O O 側面打欠刻目突帯主土器

422 C I 3b 5.8 5.5 33.6 丁寧なナデ ヨコミガキ O O 側面打欠晩期土器。

423 C I 3b 3.9 3.7 16.8 貝条 貝条 O 。 側面打欠後期土器ワ

必4 C 3 7.0 6.4 46.8 ナデ ヨコナデ O 。 側面打欠晩期土器ワ

425 s I 3b 3.4 3.4 12.0 ナデ部ミガキ ナァ O O O 側面丁寧な函取中岳式。

喧6 C 3 10.2 9.8 99.9 ヨコミガキ ナデ O O O 側面打欠中岳式
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第37図 29・30類土器、円盤状土製品

第2表土器観察表(1)

挿図 .. 地区 11冒 分頭
色調 銅盤 胎土

備考
外商 内面 タキ蘭 内面 石/長 角/鱒 要母 白蝶 "礎 他

1 I A 7 11 明賞褐(10'官7/6) 黒(2.5Y2I1) ヨコ条痕 ヨコ ナナメケズ日 010  外面スス付着 目縁端部にタテ貝離OJ突文口啓部に貝離刺提文

2 I A γ1  明貨縄(1OYR7/6) 明黄褐(l0Yll7/6) ヨコ ナナメ貝条 ナデナナメケズリ 010  O 穿孔{未貫通} 口縁端部に.チ貝殻刺突文 口唇部に貝般刺健文

3 I A 7 I 2 オリープ黒何回11) 浅黄(2.5~町4) ヨコ ナナメ貝条 ヨコナデ 010  O 外面にナナメ貝艶刺史文 口容蔀に貝蔵刺突文

4 I A 7 12 にぷい檀(7.5YR5/4) にぷい黄櫨(10官712) ヨコ ナナメ貝条 ナナメ員条 づ骨子ケズリ 010  O 口径12.&岨日縁端部にナナメ貝離刺突文

5 I A 7 12 に-"い檀(7.5Y町14) 檀(7.5'陣地} ヨコ ナナメ貝条 Bコ，ナナメケズり 010  O 外面u 付着口樺端部にナナメ刻み

6 I A 7 I 2 糧費糧(1OYR8/4) 浅黄燈(lOYI!8/4) ヨコ ナナメ貝条 ヨコ ナナメケズリ 010  O 日縁端部に幅広の刻み

7 I A 7 I 2 灰黄褐(lOYR4/2) にぷい賀檀(1OYR614) ヨコ ナナメ艮条 ヨ亘 書テケズリ 010  010  外面スス付着目録端部にナナメ民按刺突文

8 I A 7 I 2 にぷい橿(7.5YR7/4) 櫨(7.S官716) ヨコ ナナメ員条 ヨロ ナナメケズリ 010  O 日縁端部に幅広の刻み

9 I A 7 I 2 にぷい糧(7.5YR7/4) 檀(7.5YR6!1自} ヨコ艮条 ナデナナメケズリ 010  01  0 口縁端部にナナメ貝聾刺突文

10 I A 7 I 2 極{史郎/6) にぷい黄檀(10Y百7/4) ヨコ ナナメ貝条 ナナメケズH 010  01  0 口鱒端部にナナメ貝般刺突文
8 

11 I A 7 I 2 賞樟(10田 16) 賞纏(10YR8/6) ヨコ ナナメ民条 ヨコ ナナメケズリ 01  0 01  0 口縁暗部に2段の幅広刻み

12 I A 7 I 2 賞褐(2.5Y5/3l 浅黄(2.5Y1/4) ヨコ ナナメ民条 冒コ艮条テナメケズリ 01  0 口径10.6哩口糧端部に2農の貝概刺突文

13 I A 7 I 2 黒褐(10YR3!l) 明裕(7.5YR5/6J 吉コ ナナメ員条 マメγにより不明 010  01  0 外面スス付普日縁端部に2段の大量な.，み

14 123T 1a I 2 にぷい賞糧(I0YR7/4-) に-"い憧(7.5YR7f4)
胴ナナメ ヨコ貝条

ナヂ 010  O 角筒形土器
底:ナデ

15 I A 7 12 櫨(7.5Y1苗/6) にぷい黄檀(lOYI指/4) 鵬虚ナナ貝メ条貝条 ナナメ ヨコ員条 010  O 内面炭化物付着底笹14.6岨

16 I A 7 I 2 僅(5臨 16) 檀(7.5YR6/6) 間:ヨコ貝条底:ナデ 民条 010  010  底径lO.4Cl1

17 I A 7 I 2 浅黄(2田町.) 浅黄(2.SY814)
厨ーナナメ貝条

員条 010  O 底径15.2ロ回
底:ナデ

18 I A 5 I 2 浅黄(2.Sf7l4:) 浅黄樫(1O田14)
厨:ヨコ ナナメ貝条

ナデ 01  0 01  0 底侵量'.8岨 8と同一個体底+ナデ
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第E章まとめにかえて

1 遺構

遺構は集石遺構が8基検出された。 1号集石のそばから前平式土器口縁部片が出土していることや、遺構

検出層であるA地区のVII層からは前平式土器が多く出土していることなどから、 1~3号集石は前平式期に

位置づけられる可能性が高い。

4 ・ 6~8 号集石は、その検出層であるA地区のE層では晩期土器、特に口縁端部が肥厚する深鉢形土器

や魁織痕土器が認められることから、黒川式期に位置づけられる可能性が高い。

2 土器

家野遺跡で出土した土器を既存の型式・タイプにあてはめると、以下のとおりである。

1類:岩本タイプ(長野1984)・岩本式土器(新東1989) 2類:前平式土器 3類:加栗山タイプ(長

野1984)・加栗山式土器(前迫1983) 4類:吉田式土器 5類:加栗山式または吉田式の底部 6 

類:下剥峯式土器 7類:桑ノ丸式土器 8類:押型文土器 9類:塞ノ神Aa式土器 10類:曽

畑式土器 11類:深浦式土器 12類:春日式土器 13類:協和式土器 14類:南福寺式土器

15類:阿高式系土器・岩崎式土器・宮ノ前式土器(新東1988) 16類:指宿式土器 17類:擬似縄文

土器 18類:市来式土器 19類:丸尾式土器(前迫1992) 20類:草野式土器 21類:納屋向タ

イプ(前迫1992) 22類:納曽式土器 23類:台付血形土器 24類:磨消縄文土器 25類:中岳

式土器(河口1980) 26類:三万田式・鳥井原式・御領式土器 27類:後期底部一括 28類:入佐

式~黒川式土器 29類:夜臼式土器 30類:型式不明土器

16類の指宿式のうち、 a類とした口唇部に沈線文を施すものは中原VA類タイプ(水ノ江1993)、17類

の擬似縄文土器のうち、二枚員による貝殻擬似縄文を施すものは中原NB類タイプ(水ノ江1993)である。

24類の磨消縄文土器のうち、 a類は中原NA類タイプ(水ノ江1993) 、 b 類は鐘~碕式、 C 類は北久根山式、

d類は辛}!I式、 e類は西平式、 f類は太郎迫式である。

25類の中岳式のうち、 a'b類は中岳 I 式、 c~e類は中岳n式である。また、 h類とした砲弾形を呈す

るものは従来の型式概念にあてはまらないものの、胎土・色調などが a~g類に類似していることから、中

岳式の器種の1っと考えられる。

27類の後期底部一括のうち、 a~d類は阿高式系土器・指宿式・市来式・丸尾式に、 e類は中岳式に、 f 

類は鐘崎式~太郎迫式に伴う可能性が高い。

家野遺跡では縄文早期後半から中期後半にかけて出土量が少なくなるものの、早期から晩期にかけての各

型式が認められることから、ほぽ継続的にこの地が利用されてきたことが分かる。そのなかでも、中期末か

ら後期にかけての資料が多く、本遺跡の中心となる時期をなす。

また、縄文後期の遺物がB・C地区のような狭い調査範囲から多量に出土していることは特徴的であろう。

一方、前平式を中心とする早期土器と黒川式を中心とする晩期土器がA地区から認められるというように、

後期土器と分布域が分かれていることは興味深い。

以上、縄文土器について触れてきたが、当然のことながら家野遺跡からは土器だけではなく、石器も数多

く出土している。しかし、膨大な遺物量と限られた整理期間のため、まずは多種多様な土器についてしっか

りとした分類・選別を行い、なるべく多くの資料を掲載することを優先した。そのため、石器については今

回報告することができなかった。機会をあらためて報告を行いたいと思う。
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第 3表土器観察表 (2)

簿図 '" 地区 川国E 媛分
色調 鮪整 胎土

備考
外面 内面 外面 内面 右/長 角必軍 雲母 自礎 赤磯 他

191231 7a I 3 糧(5YR6/6) 檀(5YR6/6) ナナメ貝条 ナナメケズリ 010  O 外商スス付着

20 1 A 7 1 ， にぷい褐(7.S!悶14) 檀(7.5YR61日) ナデ ナデ 010  。
21 I 231 7a 1 4 tこぶい慣(5YR6/4) 明赤褐(5YR5/6) ナデ ナデ 010  

22 1 A 7 1 ， 浅黄(2.5Y8/4) 横黄(2.5Y8/4) ナデ 丁寧なヨコナデ 010  外面スス付着

23 1 A 7 1 ， にぷい黄(2.5Y6/3) 浅黄鐙(10Y随14) 洞庫貝稜ナ押デ引文 ナデ 010  O 内面スス付着底径10.0岨

24 1 A 7 1 5 置(5YR6/S) 櫨(5.弱16) 胴ナデ底ーナデ ナヂ 010  O 座径10.8咽

25 1 A 7 1 6 檀(7日訂16) にぷい黄揖(lOTI酪/4) ナデ .テミガキ 010  01  0 底径20.0阻

26 1 A 717  浅黄(2.5Y7I3) 浅黄(2.5Y7/3l ナデ ナデ 010  O 
9 
z7 I 15T 7a 17 にぷい檀(7.5四714) にぷい檀(7.5YR6/4) ナデ 丁寧なヨコナデ 010  O 

28 I 15T 7a I 7 にぷい檀(7.5四714) にぷい撞(7.5YR6/4) ナデ ナナメミガキ 010  O 外面スス付着 zlと同一個体

29 1 A 7 1 8 程(5田川) 積(7.5YR7/5) ナデ ナデ 010  O O 補修孔あり外内:楕円押形文

30 1 A 7 1 8 にぷい黄檀(10百714) にぷい黄置(1肝&714) ナデ ナナメナデ 010  O 口径15.Oa. 外， .テ後ヨコの条鯨押形文 内:原体条痕+条揺押形文

31 I A 7 1 8 にぷい黄檀(10官 714) にぷい黄檀(lOYR7I4) ナデ ナデ ヨコケズリ 010  O 外内・山形押形文?

32 1 A 7 1 8 にぷい檀(7.5Y臨/4) 檀(5YR6/呂) ナデ ヨコミガキ 010  O O 連点択の押形文

33 1 A 7 1 8 檀(5y酪.f6) にぷい赤褐(5YR5/4) ナデ 丁寧なナデ 010  O 縄文

34 1 A 7 1 8 浅黄(2.5Y自1') 揖黄(2.5Y8/4) 胴・ナデ底:ミガキ ミガキ 010  O 底径自白皿綿糸文

35161 719  にぷい檀(7.5YR7/4) 灰賞(2.5Y6!2) タテナデ ヨコナデ 01  0 O 外面スス付着

36191 7a I 10 にぷい黄橿(1日YR6/3) にぷい賞檀(1OYR7J4) ナデ ヨコナデ 010  外面スス付着

371 A 3b t 11 にぷい撞(7.5YR7/4) にぷい黄檀(10耐 13) ヨコナデ ヨコナデ 01  0 外面スス付着

38111T 2 I 11 にぷい撞(7.5YR7/4) にぷい檀(7.5YR7!4) ヨコナテ' ヨコナデ 01  0 O 外商スス付着

10 鈎 11112 I 12 浅黄(2日713) にぷい黄樟(10司直13) ナデ ヨコナデ 01  0 O 外面スス付着

40IC 3 I 13 にぷい黄褐(lOYR5/3) にぷい檀(7.5YR6/4) ヨコ貝条後ナデ ヨコ員条後ナデ 010  O 外面スス付着

41IC 3113 にぷい檀(7.5YR7/4) にぷい檀(7.5YR6/4) ナナメ貝条後ヨコナデ ナナメ貝条 010  O 内面スス付着

42IC 3b I 14 明書帳褐(5四5/6) 明赤褐(5YR5/S) ナデ 工具によるヨコナヂ O O 滑石

43 I 4T 3 I 15a にぷい赤褐(2.5YR4/3) 揖(2.5YR61日) ヨコ貝粗条い後ヨコヨナコデナデ ヨタコテ貝貝条条後後ナナデデ 010  O 外内面面スに粘ス付土貼着付補に修よ孔る檎あ修り痕口あ径り17.8咽

44 I 4T 3a I 15a 檀(5YR7J6) 橿(5YR7/5) ナデ ヨコナデ 010  O 外商スス付着

45 I 2T 3b I 15a にぷい檀(7.5田14) にぷい檀(7.5Y町13) ヨコ貝条後ナデ ヨコ貝条後ナヂ 010  外商スス付着 口唇部に突起{凹みあ"

46 I 4T 3a I 15a 檀(7.5YR7/6l 明黄褐(2.5Y6/6) ヨコ貝条後ナデ ナナメ貝条後ヨコナデ 010  外面スス付着技頂部直τにナナメ突起

47 I B 3b I 15a 費褐(2.5Y5/5) 明黄褐(2.5Y6/6) ヨコ貝条後ナデ ヨコ貝条後ナデ 010  O 内外面スス付着 2叉状突起あり

48121 3a I 15a 黒掲(7.5YR3/1) にぷい黄檀(lOYR6/3) ナナメ貝条後ナデ ナナメ員条笹ナデ 010  
11 
寸悶 4T 3a l15c 灰赤(2.5YR512) 橿(2.5YR61匂) ナデ ヨコ貝条笹ナデ 010  外面スス付着

関2T 3a l15a にぷい赤褐(5YR5/4) にぷい赤禍(5Y田14) ナナメ貝条後ナデ ヨコ ナナメ貝条佐ナデ 010  外商スス付着

511 C 3b 1 15a 糧(7.5YR7/6) 檀(5YR7/6) ナデ ヨコナデ 010  O 外面スス付着口径8.4岨

5218 3b 1 15a にぷい赤禍(5YR5/4) にぷい赤褐(5YR5/4) ヨコ員条後ナデ ナナメ貝条 010  O クチパγ状突起 口縁部上端に刻み

5312T 3a 1 15a に"'い赤褐(2.5YR5/3) 明赤褐(2.5YR51日) ナナメ貝条後ナデ ヨコ貝条後ナデ 010  O 外面スス付着渦巻状突起

5414T 3a 1 15b にぷい橿(5四日13) にぷい褐(7.5四日13) ヨコナデ ヨコナデ ヨコ貝条 010  山形突起あり

551 C 3b 1 15b にぷい赤褐(5YR5/4) 檀(2.5YR61日) ヨコ貝条 ヨコ貝条後ナデ 010  2叉状工具による凹点文

56 1 21 3al15b 灰褐(5YR5/2) 檀(2.5四6/6) ナデ ナナメ貝条後ナデ 010  O 外面スス付着 口径 (16.0cm) 上段から下段へ押引状に凹点文を施文

57 1 4T 3al15b にぷい黄櫨(lOYR6/4) にぷい黄檀(1OYR6/3) ナナメ貝条後ヨコナデ ナナメ貝条後ナデ O 010  内外商スス付着 口唇部に貝按刺突文

581 C 3 1 15b オリープ褐(2.5Y4/4) にぷい檀(5YR6/4) ヨコ貝条笹ナデ ヨコ貝条後ナデ 010  。 補修孔あり 凹線文間に半載竹管状土具による刺突文

5国 E 3 1 15b にぷい橿(町田/4) にぷい檀(5YR6/4) ナデ ヨコナデ 010  O 披頂部に縦位の刻目突帯

60 14T 3all助 にぷい最褐(2.5YR5/4) 檀(2.5Y1抱月) ヨコ貝条後ナデ ナナメ貝条後ナデ 010  外面スス付着

61 1 4T 3a I 1ぬ 灰褐(7.5YR412) 盤(5Y郎16) ナナメ貝条後ナデ ナナメ貝条後ナデ 010  O 外面スス付着

12 
621 B 3b I 15c 檀(7.5YR7/6) にぷい黄橿(1OYR7/3) ナデ ヨコ員条後ナデ 010  外面スス付着

63 I 4T 3a I 15c 黒褐(7.5Y回11) 褐灰(7.5YR4/l) ナナメ貝条後ナデ ヨコ員条笹ナデ 010  外面スス付着口径21.4咽

6414T 3a 1 15c にぷい黄檀(10官7/3) 灰賛褐(1OYR512) ヨコ貝条ナデ ヨコ貝条後ヨコナデ 010  外面スス付着 粘土貼付による小渡状口報

6514T 3a 1 15c にぷい轟褐(5田 14) にぷい赤褐(5YR5/4) ヨコナデ ナナメ貝条後ヨコナデ 010  内外面スス付着

661 C 3115c 糧(5YR6/6) 檀(5.時';6) 粗いヨコナデ ナナメ貝条 010  外面スス付着半樟竹管状工具による刺突文

fi11 - - 115c 明赤褐(2.5YR5/6) 檀(2.5YR6/6) ナデ ヨコナデ 010  焼成前穿孔 (2つ)あり

6B 1 C 3115c にぷい檀(5YR6/4) にぷい檀(7.5YR7/4) ヨコ員条後ヨコナデ ヨコナデ 010  

的 C 3115d 褐(7.5YR4/3) にぷい赤掲(5YR5/3) ナデ ヨコナデ O 。 外蘭スス付着

13 1 70 B 13b 15d 檀(5Y臨16) にぷい橿(7.5YR7/3) ヨコ員条後ナデ ヨコ貝条笹ナデ 010  D 

711 C 3b 1 15d 檀(7.5YR61日) にぷい褐(7.5羽詰/3) ヨコ ナナメ貝条後丁寧 ヨコ貝条捷ナデ 010  01  0 口凹鰻径却文四聞にへラ状工具による細かい刺突文を施す箇所ありなナデ

qδ 4
 



第4表土器観察表 (3)
捕閏 h 地区 圏南 分頼

色調 調盤 OJl土

外面 内蘭 外商 肉商 石ノ長 角11軍 雲母 自碍
備考

赤梯 他

721 C 3 おd 橿{野酪'61 語調(7.5'百回111 ヨコナデ 亘コナデ 010  O 内外商スス付着

731 C 3b115d にぷい橿(2.5'[酪131 橿(2留置甑16) 廓:ヨ底コ貝:条網後代底ヨコナデ 周 zヨコ底貝=条ナ後デヨコナデ 010  外面スス付着底毎日 1岨
13 

141 C 3b115d 明赤綱(5YR5I6) 橿{尻町i7/6) ナデ ヨコナデ 010  。 外国スス付着

褐 c 3b115d 黒(7日H2Il) に」同い費補(10YR513) ヨコナデ ヨコ貝条笹ヨコナデ 010  口径26伽a

初 E 3115d 明赤禍(田監/宙} 橿(51酪'61 ナデ ヨコナデ 010  010  外商スス付着控頂留に2列掴み

πB  3b115e にぷい橿(m町3) にぷい赤掲{田JJSl3I ヨコ貝条 ヨロ粂盟賞 010  外商スス付着

14~ C 1 3 白e 盤('官716) 種(5YR7/6) ヨコ員条‘ナデ ヨコ貝条後ヨコナデ 010  O 外商スス付着

791 C 諭，.， 反褐(自民/2) にぷい檀【田16/4) ヨコナデ ヨコ条轟聾ナデ 010  

801 C 
， ''''' 

に」同い檀(7.5YR6/4) 置{沼田'61 板紙工ヨ具コナにァよるナデ ヨコナデ 010  010  口口揖径部40上0婚園に貝口容般部歳に頂貝押鰻匡刺文突あ文り

811 B 31>1150 に』固い置(7田1614) にぷい置"田町.) ナデ ナナメ貝条 010  内外商スス付着

1!i 
胴 丁底寧なナヨデョナデ 外口商笹ス40ス5付国着庫径四 .. 821 C 31>1 ... 置(5理616) 橿(抗菌./6) 丁寧なヨコーナナメナデ 。 010  

B3IC  3b116a にぷい橿(7.5Y町'/4) 橿(7.5'聞16) ヨコナデ ヨコナデ 010  010  O 外面スス付着大静の円孔

包412T 3a1160 に」固い檀(5YR614) にぷい賞橿(10Ylf6I3) ヨロナデ ヨコナデ 。 O 。 外商スス付着

箇 c 3b116a にBい掲げ田1l5I3) に..い置(7.5YI6!4) ナデ ヨコナデ 010  O 

舗2T 3al160 にぷい檀(7.5Y町'/4) 灰貧梅(10'由 IZ) ヨコナデ 冒ロナデ O O 。 地舘内外に粘土紐貼付後沈線文

""C  3b116a にぷい橿(7町田14) にぷい檀【田町4} ナデ ヨコナデ O 010  O 構状把手あり 胴都内商に結土貼付による補修司Eあり{焼成前}

窃 zr 3al16・にぷい褐(7.5'lR513) 種(.. 強16) ヨコナデ ヨコナデ 010  O 外面スス付着 l列の竹智文

89IC 31168 にぷい縄(7.5田 J冨) にぷい賞檀(10'官官13) ヨコナデ ヨコナデ 010  。 粘土貼柑による肥厚

90IB ， 11 .. 橿(5Yi616) 檀(.臨16) ヨコナデ ヨコナデ 010  010  

911 C 3 11~ 縄(7田14/3) に」固い置(5Y1614) ヨョ貝条笹ヨコナデ ヨコ貝条笹ヨコナデ 010  粘土貼付による肥厚

飽 B 3b116・洩賞檀(7.5四重'4} 置(5YR7/6) ヨコナデ ナデ 010  O 粘土貼付による肥厚
16 
鈎 B :3 116a にぷい補(7.5'四即時 にぷい檀(7.SYK7/4) ヨコナデ ヨコナデ 010  O 被頂部内商に刻lみ

941 C 泊 16b 纏{担鴎16) 灰褐(7.Srn!2) ナデ ヨコナデ 010  O O 口唇鶴に貝稜刺突文

I>;IC  3b116b にぷい橿(7訂鼠14) にぷい賞檀(W耐 '/4) ナァ ヨコ貝条笹ナデ 010  内外面H 付着

961 C 3b116b 橿(7町宙局} にぷい榎(7.5'四1/4) ヨコナデ ナデ 010  010  

9伊 c 3116b 浅貧樫(1四B81.) 設貧橿(10YR8l4) ナデ 丁寧なナデ 010  

掲 c 3b116b にぷい黄帽(10Yll5/3) にぷい揖(7.5YR5I3-) ナデ ナデ 010  。 外面スス付着

錨ー - 116e に』昆い檀(5YK6/4) にぷい橿【.. 苗，4) ヨコナデ ヨコナデ 010  010  

1001 B 劫 "0 檀(5Y也16) 種{叩松161 ヨコナデ ナデ O O 回線文後史帯魁耐

1011 - 160 にぷい掲げ田B813) 揖(7国首16) ヨコナデ ヨコナデ 。O O O 外面スス付着

1021 C 3b116d 灰褐{悶:4/2) に」苫い摘(7町田13) ヨコナデ ヨコ貝条 。。 O 外薗スス付蕃口径21.6園

1ωc  3b116d に」固い賞橿(10Y町沼} に」同い賞橿(10Y町13) ヨコナデ 丁寧なヨコナデ O 010  

1041 C 3b1l6d にぷい揖(7.5T1l5/3) 灰貧縄何回11lV2) ヨョナデ ヨ=ナデ 。 。 。 内外商スス付着，

1【濁 zr ， 1l6d にぷい檀(7.5m/4) にぷい費量(wm/4) ヨョナデ 冨2貝染後冒=ナデ 010  。 口径釘 4咽 櫨頂部に3列OJみ

1061 C 31>11創 灰貧褐(10YR412) にぷい掲げ5Y1613) ヨコナデ ヨコナデ O 010  O 外面スス付着 被頂部にs列刻み

1071 C 3bll倒 明褐灰(7.5Y町/1) にぷい檀(7.5官官/4) ヨコナデ ヨコナデ O 010  O 外面スス付着

1ωc  ， 11倒 にぷい褐(7.5YB513) 鍵(5YB616) ヨコナデ ヨコ貝条後ナデ 010  O 

1ω 2f 38116d にぷい黄橿(10YK7/3) に占い橿(.田/4) ナデ ヨコナデ 010  O 。 外面スス付着 口糧端部粘土紐貼付後円形胴突四棟上に円形刺突文

110 I C 3b116d に..い赤掲(5YR5/4) に』固い赤帽(町酉14) ヨコ貝象観冒ヨナデ ヨョ貝条 O O 外国スス付着

11112T :3 116d 種(7.5lR7/6) にぷい檀{副首，4) ナデ ヨ=貝条犠ナデ 010  010  外岡スス付着

171112 B 1 - 160 にぷい赤禍(.珊14) 雀{沼町6) ナデ ヨコナデ O 010  

1131 C 泊施d にぷい橿(7.5Y16!4) 灰褐(7.SYR5/2) ナデ ヨコ員条笹ヨコナデ 。 O 内外面スス付着 口径16岨

1141 B 3b1l6d 橿(.'由16) に..い賞橿(W面 '/4) ヨコナデ ヨコナデ 010  。。
11!i 1 C ， 11βe 貧橿(7.5YR718) 担(7田町'/6) ヨコナデ ヨコナデ 010  。。 工具不明の刺笑文

1161 B 3 111拘 盤(5冨716) 浅黄橿(7.5YR816) ヨ=ナデ ヨコナデ ヨコケズリ 010  010  

11711釘 38116・にぷい檀(7田町14) 洩賞橿(10YB8l4) ヨコ貝条後ナデ ヨコ貝条笹ヨコナデ 010  外国スス付着

11812T 3al16f にぷい赤褐(5YR5!4) にぷい黄橿('但町/4) ヨコナデ ヨヨナデ O 010  外面スス付着 竹管状工具による刺突文

1191 C 3b 116f 設貧橿(lon沼13) にぷい賞檀(1佃町/3) ヨコナデ ヨヨナデ O O 内外商スス付着

120 1 B 3116f に』固い黄橿(10'面 '/2) にぷい掲げ‘5YB5/3) ヨコナデ ヨコ貝条 。。 内面スス付着按頂部に2列~Jみ

1ZlI18T 3a116f 灰稲(7.5T11:4J2) に血い橿(7田rT/4) ヨコナデ ヨコナデ 010  010  

1221 C 3b116f 灰衡(7.51臥IZ) 橿〈自国i/6) ヨコナデ ヨコナデ 010  01  0 外商スス付着

1231 c 31>11匂 灰褐(7邸主:412) 橿(5Y16/6) ヨコ貝条笹ナデ ヨコ貝条 010  

1241 B 31>11底辺 縄(7.ST11:413) 掲げ.5Y11:413) ヨコナデ ヨコナデ 010  

125 ← ，，< 櫨(5Yi'7/6) にぷい黄檀(101R7/4-) 冒コ艮条農ナデ ナデ 。。 。
1261 C 抽 16事 にぷい赤禍{師陣14) にぷい檀(7.5YR6/4) ヨコ貝条聾ナデ ナナメ貝条笹ナデ 010  

121 1 - -116g に』固い赤禍{田弘1.) 纏(日鴎/6) ヨコ貝条後ナデ ナナメ貝象観ナデ 010  

1281 B 3b116h 灰縄(7.5Yl4I2) 橿(51R616) ナデ ヨコ員条後ナデ 010  O 積状把手に焼成首穿孔(2つ}

1291 B - 116血 に..い檀(7.SYi6/4) にぷい禍(7田宙局} ヨコ貝条笹ナデ ナデ 010  タチパシ状提起あり

1301 C 3b116h 橿(5市 /6) 種(5市 /6) ヨコナデ ナデ 010  O 揖杭把手Tあ事

181131 2T13 16i 灰賞揖(10Yl5l2) 橿(5D町'6) ヨコナデ ヨコ貝条聾ヨコナデ 010  O 外商スス付着 粘土貼付による補修轟【焼成前}

132I'B 3117 にぷい賞禍(10'皿 13) にぷい黄禍(，但W3) ヨコ員条聾ナデ ヨコ条旗 O 010  内口外緑商省略上ス婚ス付に着1粂の口奥径2帯2{4突a待ょに貝凹鼠穣閣刺に爽民文宿}醐リ突文

1331 B 3117 に』固い赤禍(5Y1514) 櫨(5YR6I6) ヨコナデ ヨコ貝粂笹ナデ O 。 口鶴25，""枕樟聞に貝殻刺吏文

1341 C 3117 極(.聞.) 櫨(5JK6l8) ヨコ貝条後ナデ ユヨコピ貝オ粂サ後エ領ナデ残るー 。。 。。 技量帽に貝般捌突文

1351 B 3117 極(.問16) にぷい檀(5Y薗，4) ヨコ貝条盤ナデ 冒コ貝条稜ナデ 。。 。 凹....に貝殻刺繍Dt

1鋪 B 3 I 17 に』固い赤禍{割高/4) 檀(盟問i/6) ナデ ナデ 010  肥厚部に貝接鹿最押引文凹韓聞に貝曹洞突文

i371 c 3117 縄灰(1a市511) にぷい掲(7図面131 aコナデ ヨ=貝条・ナデ 010  O 凹録文聞に貝般網実文

"'" C 
3117 灰掲げ野勘2) に」白い橿(7，目前14) ヨコナデ ヨコナデ 010  。。 枕艦内に円形調突文 口唇部に貝額調突文と凹蜂文

13912T 8a117 褐灰【7田弘111 にぷい赤栂(51町.) ヨコ貝条笹ナデ ヨコ貝粂鰻ナデ O 010  。 凹組聞に貝盤調突文 口縁部上端に1条町突帯{突帯上に貝取婦寛文}

1-401 A 3b117 に..い橿{田町'/4) にぷい檀(7.SD臨，.) ナデ ヨコナデケズリ 010  010  被噛r.に貝般刺興支
1411 B 3b117 橿(SY1616) 極{田E怠16) ナデ ヨコナデ 。 010  凶線聞に具般洞察文

19 
1421 B 3b117 に」置い赤禍{田115/') 黒(1慣盟'" ナデ 題いナデ 。 O 内面スス付着 沈盤聞に劇突文

1431 B 3b ~ 17 に」孟い摘(7.5醐 13) 暴(7.51KZ/1) 丁寧な冨=ナデ T寧なヨコナデ 010  減量刑に貝規則突文
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第5表土器観察表 (4)
縛岡 .. 地区 ，.冒 分類

色調 鮪盤 胎土
備考

外語 内面 外商 内面 石/畏 角/源 雲母 白蝶 赤星襲 他

1441 c 3b I 17 褐灰(7.5YR4I1l 黒掲げ5YR3/1) ヨコミガキ ヨコミガキ O O 沈線聞に貝費量制突文

1451 B 3 I 17 密(5'間/6) 檀(5YlI6/日) ヨコナデ ヨコ貝条 010  凹接聞に円形制突文 口唇部に貝撞刺突文
19 

'40 17 にぷい褐{1.5Yi揖.f3} にぷい黄糧(，町町/3) ナデ ヨコナデ 010  O 内面AA付着 凹線聞に円形刺突文

1471 C 17 同官灰黄(2.5Y4/2) 暗庇黄(2.5Y412) ヨコナデ ヨコナγ O 01  0 四棟聞に刺突文

148 I 9T 111. にぷい置(7$四714) にぷい賞置(10YR6J4) ヨコ貝最後ナヂ 言コ貝条後ナデ 010  O ナナメ艮般刺突文

1491 c 311& にぷい褐(7.5YR5/4l にぷい賞褐(1OYR513) ナナメ貝条後ナデ ヨコ貝条 010  内外面AA付着 先端が3J<状の工具による刺突文

"ヨ01 ， 3bll8a 糧{野郎/6) 慣(抗菌16) ヨコ貝条 ヨコ ナナメ貝条 010  O 貝被腹縁押引文

1511 C 3 路a にぷい樟(Z.5Y酪14) にぷい赤褐(5YR5/4) ヨコ貝条笹ナヂ ヨコ員条 01  0 へ7状工具による廟l突文

版記 C 3 泡a にぷい黄檀(t0YR7/3) にぷい黄橿(10Ylげ/4) ヨコ良条後ナデ ヨコ艮条後ナデ 010  O 半載竹管状工具による和l突文後2条枕鰻文

1531 B 3b I 18a にぷい褐(7.5YR5!3) 檀(5YR6!6) ヨコ貝条後ナデ ヨコ員条 010  O 円文+詑線文十刺突文 口唇部に貝般刺突文

1541 C 3 I 18& にぷい檀(7.5YR113) にぷい掲げ 5四5/3) 百コ貝条後一部ヨコナデ ヨコ貝条佳ナデ 010  O 円形刺突文+凹線文+貝殻刺突文 口唇部に貝般朝j突文

1551 C 3b I 18& 灰筒(5YR412) 檀(5胃716) ナデ ナデ 010  010  説線文十円形剰I突文

1鴎 c 劫 111. 笹(5官716) 明赤掲(5y臨/6) ヨコ貝条稜ヨコナデ ヨコ貝条 010  O 沈線文+貝殻刺突文 竹管状工具による~J突文(2 ヶ所)
20 
1571 C 3b I 18a 僅("笛16) 盤(50お16) ナデヨコ貝条 ヨコ貝条後ナヂ 010  回線文+制突文

1581 ， 3b I 1Sb にぷい黄檀(10官官/3) にぷい檀(7.5YR7/4l ヨコ良条 ヨコ貝条佳コトヂ 010  010  棒状工具による刺突文十枕健文

日朝 5y "凶b にぷい樫(1.5YR6/41 橿(5YR6/6) ヨコナデ 粗いヨゴナγ 010  外面スス付着 凹韓文十艮殻刺突文

160 I C 3b I lSb にぷい褐(7.5YR5/3) にぷい檀(四回/，) ヨロ貝条後一部ナデ ヨコ員条後ナデ 010  O 外酪スス付着 半裁竹管状工具による胴突文

161 I B 3b I lSb にぷい糧(5Y随14) 置(5YR7/6) 冒コ貝条後一部ナデ ヨコ良条 01  0 O 外商スス付着 沈綿文+刺兜文

162 I B 3b I lSb 明赤掲(5YR5/6) 明赤褐("随/6) Eコナデ .テナデ ヨコナデナナメケズリ 010  O 口径25，0岨枕線文+和j突文

1631 B 3b I lSb 鐙(5Y酪16) 鐙(5YR6/6) ナデヨコ貝条 ヨコ貝条 0)  0 O 外面スス付着 凹糠文+期l提文{凹帳文聞に貝殻刺突文)

1641 B 3b I 18b 橿(7.5Y肺6) 後(5田 ./6) ナデ ナデ O 01  0 外面スス付著 沈線文+貝般刺史文

1651 C 3b I lSb に'"い赤褐(SYR5/4) 樫(5YR7I'紛 ヨコナデ ヨコ貝条 O O 外面スス付着 沈糠文

166 I B 3b t 1Sb にぷい檀(沼町14) 盤(5YR7/6) ヨコナデ 主コ貝条後ヨコナデ O O 沈潜義文十貝殻駒突文

1671 C 3島 111， 虚(5Y齢/百} にぷい檀(7.5YR7I3) ヨヨ貝条後ナデ ヨコ貝条佳ナデ 010  O 外面AA付着 凹線文

1681 C 3 I lSc にぷい赤褐(町田/3) にぷい樟(5y随/，) ヨ=貝条後ナデ ヲコ ナナメ貝条後ナデ 01  0 外面スス付着 刺突文

169 I B 3b I lSc 洩黄樫(1.5YR8/4) 黒(7.5YR2/t) ヨコ貝条後ナデ ヨコ員条後ナデ O 内外面スス付着 貝殻刺突文

21 I 170 "3  111， にぷい檀(5YR6/4) にぷい置(5YR6/3) ヨコ貝条後ナデ ヨコ貝条笹ナデ 010  刺内外突商文ス、ス凹付線着文+符口引径Z文4.6c波E頂部に刺突文

1711 C 3 I lSc 橿(SYR6/6) 燈(5YR7J宮) ヨコ貝条笹ナデ ヨコ貝条 010  O 外面スス付着 貝般車l史文+刺突文 内面は押日l連点文

1721 C 3bl18c 横(5花6/6) 燈(50蕊/ち〉 ヨコ貝議後ナデ ヨコ貝条 010  O O 外面スス付着口径(24.6)岨 凹健文+貝般車l突文

1731 IJ 3bl18c によい赤梅("臨14) 櫨{田町16) 百コ貝条 ヨコ貝条佳ナヂ 010  O 外面AA付着補修孔あり 回線文十貝蝦刺突文

174 I C 311Sc 黒碍(7.500/1) 檀(5YR1/6) ヨコ良条後ナヂ ヨコ貝条笹ナデ 010  O 外面AA付着 凹健文+貝稜珊l突文披頂部に事I突文

115 I B 3bl18c にぷい檀{百YR6/4) 浅黄檀(7.5YR8/5) ヨコ員粂笹ヨコナデ ヨコ貝条 010  外内面面にスス「付W着」字凹状組枕融文文+貝担制突文 クチパシ状突起あり

176 I C 3b I 1& にぷい櫨(5YR6/4) 橿(町R7/S) ヨコ員長後ナヂ ヨコ貝条 010  O 外商スス付着口径28.4咽 凹帳文+貝殻刺突文

1771 B 3b I lSc にぷい赤褐(5YR5/4) 後(5YR6/6) ヨコ員長後ナヂ ヨコ貝条後ナデ O O 回線文+刺突文内面に適点文

22 I 178 B 1 3b 111， 灰掲(7.5YR4/2) 褐(7町田/3) 故状工具ナデ後ナデ 板状工具によるナデ O O 外面スス付着 沈線文+刺突文外面並頂部直下に rSJ字状沈線

1791 C 3b l1Sc 褐(7.5YR4/3) 掲げ 5YR4!3) ヨョナデ ヨコ貝条 ヨコナデ 0)0  外面スス付着 凹線文+刺突文被頂部に粘土紐を巡らせる

1801 B 3b 1 18c にぷい掲げ 5YR5/3) にぷい掲げ町田/3) ヨコナデ ヨコナデ 010  O 凹線文+期l突文豚鼻状突起あり

1811 C 3blL8c にぷい黄樫(lOYR712) にぷい黄燈(l0YR7/3) 吉コナデ ヨコナヂ 010  貝綾押号I支:

1821 C 3 1 18d によい掲(7.5YR5/4) にMい褐(7.5YR5/4) ナデ ヨコナヂ O 010  外薗スス付着

1831 C 3 1 19a 黒掲げ E四3/1l 檀(7.5Y酪/日) ヨコ員条後ナデ ヨコ貝条 01  0 2条のヨコ沈緯文を付加

1841 C 3b 1 19凶 にぷい掲げ 5YR5/3) 檀(7.5YR7/5) ヨロ艮条後ナデ ヨコ貝条後ナデ O 口 O 外面スス付着 ナナメ ヨコ説端文を付加

11151 ， 3b 1 19a 掲げ 5YR4!3) 撞(51を716) ヨコナデ ヨコナデ 。 O 外商スス付着 ナナメ ヨコ沈線文を付加

11161 B 3bl19a にぷい糧(5YR6/4) 鐙(5YR7/6) ヨコ貝条 ヨコ員条 010  

23 1 187 B 1 3b 19. にぷい檀(5YR7/4) 後(5'捻716) ヨコ貝条笹ナデ ヨコ貝条後ナデ O O O 内面スス付着

188 1 B 3b 1 19a 置(5官7/6) 燈(5YR7/6) ヨコ貝条後ナデ ヨコナデ 010  

1891 C 3b 1 19氾 檀(5YR7/6) 種(5YR7/6) ヨコ貝条後ナデ ヨコ貝条佳ナデ 01  0 O 

190 I B 3 1 19.旭 にぷい赤褐(2.5Y宙13) 僅(2.5Y酪16) ヨコ貝条笹ナデ ヨコ貝条笹ヲトヂ O 外面スス付着

191 I C 3b 1 19& にぷい黄櫨(1OYR6/4) 檀(5y酪/6) 宮口良条後ナデ ヨコ貝条 010  O 連勝視は犬短沈線文を付加

1921 C 3b I 19凶 檀{2.5Y酷/剖 橿(2.5Y酪/6) 冨コ貝条後ナデ ヨコ貝条後ナデ 。 。
1931 c 3 1 19b 灰褐(5YR5/2) 鐙(5YR7/6) ヨコ ナナメ旦条 ヨコ貝条後ナデ 01  0 外商スス付着口径23，6咽

1941 c 3 I 19b にぷい赤褐(SY随/3) 境賞樟(1OYR8/4) ヨコ ナナメ貝条 ヨコ貝条後粗いナヂ 01  0 内外面スス付着口径(却，)個

1951 C 3b I 19b 糧(5臨 /6) 灰褐(5YR.4I2) ヨコ艮最後一部ナデ ヨコ貝粂 01  0 内外面スス付着口笹却 2岨

196 1 B 3bl19h にぷい樟(5YR6/4) にぷい樫(7.5YR6/4) ヨコ貝条笹ナデ ナヂ 010  口笹山 Z岨

197 1 B 3bl19b にぷい赤褐(5YR4IS) 種(5YR116) ヨヨ貝条 ヨコ貝条 010  外面スス付着 口径回自曲

24 
H猫 B 3bl19b 黒調印YR3/1l 檀(5Y部161 ヨロ良条後ナデ ヨ2貝条佳ナヂ 01  0 O O 外面'^付着

1991 B 3bl19b に占星い燈(耳目路14) 僅(5在齢メ6) ナデ ヨコ艮条後ナデ 010  外面スス付着

2001 ， 3b 1 19b にぷい糧(5Y鴎1') 鐙('官715) ヨコナデ 粗いヨコナデ 01  0 O 外面スス付着口径13，2阻

2011 C 3 1 19b 檀(5YR6/6) にぷい檀(7.5YR7/4) 粗いヨコナヂ 粗いヨコナデ 01  0 。 内外商スス付着

2皿 C 3b 1 19b にぷい賞褐(t0¥'fW3) にぷい質檀(l0YR7/2) ヨコ貝最後ナヂ ナデ 010  外面スス付着

2031 c 3b 1 19b 檀(2.5YR6/8) 檀(5四7/6) ヨコ員条 ヨコ貝条 010  O 外商スス付着口径18.4咽

初41' 3b 1 19c にぷい掲げ町田/4) 檀(SY随/6) 自=貝条後部ナデ ヨコ貝条 010  外面スス付着口径12.0咽

2渇 c 3b 1 19c にぷい檀(5.悼/4) にぷい費檀(1OYR1/4) ヨコ貝条桂ナデ ヨコ貝条桂ナデ 010  O 外面スス付着

笈.， ， 3b 1 20 にぷい撞(7町町/3) 1I(5~官716) ヨコ貝条佳一部ナデ ヨコ貝条佐ナヂ 010  外商スス付着

おn1 ， 3b 1 20 黒褐(1GYR2/2) にぷい檀(5YR6/4) ヨコ員条後ナデ ヲコ条痕 O O O 内外面λ見付着

2081 ， 3 I 20 明赤褐(2.5YR5/6) 盤(5YR6/6) ヨロナデ ヨコ貝条佳ナヂ 010  010  外面スス付着

2091 ， 3b12O 虚(5田 16) 虚(5YR6/6) ヨロ貝条 ヨコ貝長 01  0 O 凹健文聞に員麓刺突文

210 1 C 3120 にぷい赤褐(5YR4/3) にぷい黄褐(10YR5/3) ヨコナデ ヨコ貝条後ナデ O O 凹線文+貝殻刺突文 クチパシ状提起あり

25~ B 1 3b 2' 黒褐(lOYR3/l) 檀(7.5YR6/6) ナデ ケズリ 01  0 O 外面スス付着

2121 c 3 1 21 にぷい糧(7.5YR6/4) にぷい檀(7.5YR6/4l ヨコナデ ヨコナデ 010  O 内外商スス付着 按頂部に刻み口艦都上位はs列の連続短枕線文

213 I B 3b 1 21 灰褐(5YR412) 樫(5YR6/8) ヨコ貝条後ナデ ヨコ貝粂 01  0 外ナ面ナスメ貝ス付殻着刺突文被-3頂部コ遠に鏡刻み弧状短暗線文一吋テ副続弧状短沈線文

2141 C 3c 1 21 黒褐(7町田/，) 笹(5YR6/S) 亘コ貝条後ナデ ヨコ民粂後ナヂ 010  。
215 I C 3b 1 21 黒褐(5YR3/l) 鐙(釘R7I芭} 自立ナデ ヨコ貝条後コトヂ 010  O 外面'^付着

216 I C 3b 1 21 にぷい燈(5YR6/4) 鐙(釘宮7/紛 吉コ貝条 ヨコケズり 010  010  

217 I A 3b 1 22 灰貧縄(lOYR4/2) にぷい盤(5.路14) ナヂ ヨコナデ 010  010  外面スス付着 外聞はヨコ貝強制突文

L ー

2181 C 3 I 22 にぷい賞檀(10YR7/4) にぷい檀(7.5YR7/4) ナデ マメツにより不明 01  0 外面は巌似縄文杷厚部下に2又状工具刺賓文

F
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第6表土器観察表 (5)

得図 h 官層員
色調 調整 胎土

備考
外商 内面 外商 内困 石/長 角/輝 要母 白磯 赤礁 他

25 J 219 18T J 3 22 にぷい黄檀(lOYR7/4) にぷい樟(7.5YR7/31 ミガキ状のナデ ミガキ状のナデ 010  010  外面は枕線文枝頂部に刺突

2201 C 3 I 21 にぷい檀(5YR6/4) 樟(5Y1i61日) ナナメ員条後ナデ ヨコ貝条後ナデ 。O 。
2211 C 3b I 22 程(5m/5) にぷい黄檀(1000/4) ナデヨコケズリ 丁寧なナデ 010  O 外面は沈線文 内面に枕線文あり

2221 C 3 1 22 褐(7.5YR4/3) にぷい檀(町田1.) ナデ ヨコナデ O O 外面スス付着外面は枕組文

2231 C 3122 にぷい赤褐(5YR4I3) 檀(5Y町16) ヨコ貝条後ナデ ナナメ員条後ナデ O O 外面は洗飾文十円形刺突文

2241 C 3 1 22 にぷい赤褐(5YR4/3) にぷい赤褐(5YR4/3) ヨコナデ ヨコ貝条後ヨコナデ O 。 外面スス付着 外面は連続弧状短沈線文

2251 B 3b I 22 県褐(7.500/1) 黒(lOYRZ!l) ヨコナデ ヨコナデ 。 O 内面スス付着 外面は連続弧状短沈線文

2261 C 3b I 22 黒褐(5四3/1) にぷい檀(2.5YR6!4) ヨコミガキ ヨコミガキ 01  0 外薗は逮蹴見極状短枕纏文

2271 C お 置(5Y町16) にぷい撞{5YR7!4} ナデ ナデ 010  O 内面に白色顔料 rWJ字状貼付文

2281 'C 3b I 23 赤(1OR5/呂) 褐(1OYR4(4) ヨコ貝条後ナデ ヨコナデ 。 01  0 内外面に赤色顔料 r SJ字状貼付文

2291 C 3bl23 にぷい赤褐(5YR5/4) 灰縄(5Y聡 2) 粗いヨコナヂ 粗いヨコナデ 010  外面に白色顔料 内置に最色薗料鶏冠状突起あり

26~ 3b 123 種(5YR6/6) 樟(5YR6/6) 粗いヨコナデ ヨコナデ 010  口唇部に煙突状突起あり

2311 C 3b I 23 灰褐(5YR512) にぷい檀(5YR7/4) ナデ ナデ 。。 O 粘土紐貼付による立体的装飾

2321 B 3bl23 糧(5YR7!6) 檀(2.5Y臨/古) ヨコ貝条後ナデ ヨコ貝条後ナデ 010  010  内外面に赤色顔料 穿孔あり

233 1 B 3b 123 鐙{田町16) 檀(5'町16) ヨコ貝条 ヨコ貝条 010  

2241 C 3b I 23 極(5臨胤 趨(5Y齢16) 貝条後ナデ 貝条後ナデ O 010  内面に白色顔料

お51C 3bl23 置{2.5YR6/61 にぷい赤褐(5YR4!3) 丁寧なナデ 丁寧なナデ 010  O 内外面に白色赤色額料

236 I 181 3a 123 明赤褐(5YR5/S) 明赤禍(5YR5/6) ナデ ナデ 010  

2371 C 3b I 23 種(肝R7/6} 檀(5YR6/6) ヨコナヂ ユピオサエ笹ナデ 。O 底径15.6cll 外面に赤色顔料

おB1 C 3a I 23 檀(5YR7I6) 樫(5蛤7/6) ナデ
ユピオサエ

O O 底佳10.8岨 rSJ字状(?)沈線文+rJ J字状突帯文
組いヨコナデ

2261 B 3b 123 糧(5YR6/6) 檀(5YR，即日) ヨコナデ 工具によるヨコナデ 01  0 底径11.4岨 rWJ字状貼付文

2401 B 3b I 23 樟(5YR7/6) 担(5YR7/6) ナデ ヨコナデ 010  外面に白色赤色顔料 3ヶ所に透かし有 rWJ字状貼付文

2411 C 3b I 2勾 にぷい黄横(WYR7/4) にぷい黄橿(lOYR7I4) ヨコナデ 丁寧なヨコナデ O 01  0 外商スス付着口径19.4咽 縄文(1且?)環状の突起あり

2421 C 3b l24a にぷい樟(5，酪/4) にぷい樟(5YR6/4) ヨコナデ 丁寧なヨコナデ 。 O O 外国スス付着 縄文(BL)

2431 C 3b I 24a にぷい赤褐(5YR5/3) にぷい赤褐(5YR5/4) ヨコナデ ヨコナデ O 010  縄文(l且) 回融内に円形刺突文

"" B 
3 124a に"'い檀(目前';4) にぷい樟(5YR6/4) ヨコナデ 丁寧なヨコナデ 010  O 外酉スス付着 縄文(RL)

2451 C 3b I Z4b 黒(2.5Y2/1) 黒(2.5Y2/1) ヨコミガキ ヨコミガキ 010  010  縄文(紅)

2必 B 3b I 24b 灰掲げ 5YR412) 灰褐(7.5YR4!2) ヨコミガキ ヨコナデ 010  010  口径31.0叩 縄文(BL)

247 I C 3 l24c 浅黄(2.5Y8/4) 黒褐(2.51311) タチミガキ ヨコミガキ O rSJ字状貼付文(貼付文上に貝殻擬臥縄文?)

248 1 B 3bl24c 黒(1OYR2/1) にぷい擾(7.5YR7/4) ヨコナデ ヨコナデ 010  010  縄文(BL)を鋸歯状に押E

249 I C 3b I 24c 黒褐(2町3/1) 黒褐(2'.5Y3/11
ナナメミガキ後ヨコミガ

ヨコミガキ 010  O 肥厚都に貝被援似縄文
キ

27 I 250 C 13b "， 浅黄(2.5Y8/4) 設費撞(10YR8/4) ナデ ナデ 010  O rWJ字状貼付文橘状把手あり 内面に枕線

2511 C め"， 潰黄(2.517/3) 黄灰(2.5Y5/1) ナデ ヨコナデ 01  0 O 口径却 O岨 縄文(BL) 胴部屈曲部下位に沈離を巡らせる

2521 B 3b l24c 浅賀(2.518/4) 洩黄(2.5Y8/4) ヨコミガキ ヨコミガキ 。。 縄文(BL)

2531 C 3124c にぷい黄檀(l0YR6/4) 灰賀補(10YR512) ナデ ヨコナデ O O 3つの宰孔あり 貝殻擬住l縄文後ナナメ枕線

2541 C 3b 1 24c 黄灰(2.5Y4/1) 費灰(2.5Y411) ヨコナデ ナデ 010  O 4つの穿孔あり 突起の付かない口縁端部外商に縄文(RL)

2551 B 3124d 灰黄褐(10YR4/2) にぷい黄檀(lOYR6/3) ヨコナデ ヨコナデ 010  O 縄文(RL?) 

2561 C 3b124d 黒(10YI12/1) 黒褐(1OYR3/1) ヨョナデ ヨコナデ 010  内外商スス付着 縄文なし

2る71 C 3b 1 24d 黒褐(10YR3/1) 灰黄褐(lOYR4!2l 丁寧なヨコナデ ヨコミガキ 010  O 外商スス付着 縄文なし

25B1 C 3b l24d にぷい樫(5YR6/4) にぷい黄樟(lOYR6/3) ナデ 粗いヨコナデ O O 縄文(RL)

2国 c 3 1 24d に"'い褐(7.5Y&6/3) にぷい黄檀(10YR6/3) ナデ 丁寧なナデ 010  O 内商スス付着 縄文(RL)

2601 C 3b 1 24e 黒掲げ 5YR312) にぷい赤褐(5YR5/3) 丁寧なナデ
ヨコミガキ

010  。 外閥函曲部ススに付1着条の沈口径線2(7沈0緑岨内に縄~J文突文(乱)) 工具によるナナメナデ

2611 C 3124e 黒褐(10田 11) 黒褐(10YR3/1) 丁寧なヨコナデ ヨコミガキ 。 。 縄文(BL) 披頂部に rVJ字状の切り込み

.1262 C 1 3 24， 桟黄檀(10YR8!3) 灰貴褐(10YR612) ヨコミガキ 丁寧なヨコナデ 010  O 縄文(BL) 漉頂部に rVJ字状の切り込み

2631 C 3b I 24e 黒 (1000/1) 褐灰(lOYR4/1) ヨコナデ ヨコナデ 010  O 縄胴文都(に乱対?向)孤文頭部屈曲部にl条の沈繰(洗練内に刺突文)

お4 - l24e 灰褐(7.5YR512) 黒褐(10四3/1) ナデ ヨコナデ 01  0 内面スス付着縄文(BL)

お51 C 3bl24e にぷい檀(5YR6/4) 黒褐(lOYR3/l) ヨコナデ ヨコナデ O O O 縄文なし屈曲部に1条の沈緯(沈線内に刺突文)

お6I C 3bl24f 灰黄(2.5Y7I2) 灰黄(2.51612) ヨコミガキ ヨコミガキ 010  O 縄文なし屈曲部に1条の刺突列

28 I 267 241 浅黄(2.5Y8/4) 洩黄(2.5Y8!4) 丁寧なナデ ヨコ条痕後ナデ 010  O 外面スス付着 縄文(RL?)

2倒 24h 灰褐(5YR5/2) 檀(5YM/日) ナデ ヨコナデ 010  O 縄文(RL?)

2691 C 3b I 24g にぷい賞櫨(10YR7/3) 黄灰(2.5Y4/1) ヨコミガキ ヨコミガキ 010  外面に赤色顔料 縄文(RL)

2701 24h 黒(2.5Y2/1) 県(lOYR2!1) ヨコナデ ヨコナデ 010  凹線間口唇部に縄文(且)

271 1 C 3b I 24g 陪赤褐(500/2) 暗赤褐(5四3/2) ヨコミガキ ヨコミガキ 010  O 外面に赤色顔料 縄文(RL)

Zフ2l C 3b l24i にぷい賞檀(10而 1.) 灰寅褐(lOYF酪12) ミガキ ミガキ 010  縄文(LR)

273 I C 3124i 灰褐(5YR5/2) 灰循(5YR612) ヨコナデ 丁寧なヨコナデ O O 縄文(Lr) 肥厚部直下に1条の枕組

274 I C 31Z4i 種(5Y&6/6) 灰掲げ 5YR5/2) ヨコナデ ヨコ員条後ヨコナデ O O 縄文(乱)

275 I 19T 3alZ4i にぷい黄檀(lOY臨1.) にぷい黄橿(lOY町13) ヨコナデ ヨコナデ 010  O 銀糸文?

2761 B 3b l25a 灰褐(5YR412) 灰縄(5YIl.4/2)
ヨコミガキ

丁寧なヨコナデ 010  O 口径21.2cm
ナデ後ナナメミガキ

2771 B 3bl25a 黒褐(5YR2/1) 灰褐(7.5YR5/2) ヨコミガキ ヨコミガキ ヨコナデ 010  外面スス付着口径24.0c皿

2781 C 3bl25a 灰白(lOYR8/2) 灰白(10YR8/2) タテミガキ ヨコミガキ ヨコミガキ 010  O 外面スス付着口謹29.'叩

2791 B 3b I 25a 檀{7.5YR7/6J にぷい黄樟(1OYR6/4) ヨコミガキ ヨコナデ 010  外面スス付着口径19.6咽

291280 B I 3b 25， にぷい檀(5y酪/4) 灰黄禍(101臨 12) ヨコミガキ ずテミガキ ヨコミガキ 010  外薗スス付着口径13.5岨

281 I B 3b l25a 浅黄(2尻町.) 浅黄(2.S"路1.) マメツにより不明 ナデ 010  O 口径21.4(咽

2821 B 劫 25， 最褐{5YR2!ll 黒褐(5田11) タテミガキ ヨコ条痘後ヨコミガキ 010  外商スス付着口径19.6岨 屈曲部に1条の沈陣

2831 B ぬ 25， 鳳褐(7.5YR3/2) 灰貧褐(1山&4/2) ヨコミガキ ヨコミガキ 010  O 外商スス付着

お41 B 3b おa 陥赤褐(5YR3JZ) にぷいJ褐(7.5YR5/31 ヨコ タテミガキ ヨコミガキ タテナデ 010  。 外商スス付着口径25.2叩 屈曲部に1条の回線

2851 B "おa にぶい檀(51齢;/4) 灰褐(町商品 ヨコミガキ ヨコミガキ O O 外商スス付着口径16.6岨 屈曲部に1条の沈綿

2861 B 3tおa にぷい赤褐(51臨1') 檀 (5Y&71日) ヨコ ナナメミガキ ヨコミガキタテナデ O 01  0 {口径31.4四} 周曲部に2条の洗練

2871 B 2め 25' 糧(5YRI陪16) 灰黄褐(lOYR4!2) ミガキ ヨコミガキ 010  屈曲部に逆 rUJ字状沈綿

2831 C 3b I 25b 黒褐(500/1) 黒褐(5m/1) ヨコミガキ ヨコミガキ 010  口径17.4cll 条の凹緯廟部に1条の沈線
30 
2891 B 3b I 25b 黒褐(5YR211) 明赤褐(2.5四5/6) ヨコミガキ ヨコナデ 010  O 2条の凹鰻屈曲部上位に2条の田緯

2901 B 3b t 25b 褐灰(10YR5/1l 褐灰(1OYR5/1) マメツにより不明 ミガキ 010  O 3条の回線+凹点

2911 C 3125b 浅黄糧(7.5YR8/6) 褐灰(5四5/1) ヨコミガキ ヨコミガキ 010  O 2条の回線
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第7表土器観察表 (6)

縛図 '" 地区 眉圏 類分
色調 調整 胎土

備考

外国 内面 外面 内面 石/畏 角/輝 雲母 自礁 赤諜 他

292 B 1 3 25b 黒褐(5YR2/l) 黒褐(5YR2/1) ヨコミガキ ヨコミガキ 010  1条の団組廟部に1条の凹鰻

復沼 B 3 l2Sb 黒褐(5YR2/l) 黒褐(5m2/1) ヨコミガキ ヨコミガキ 01  0 010  2条の凹組+逆 rUJ字状凹掠+問点、

"'" 1 B 3b l25b 撞(5y随/8) 檀(2.5YR61且) ヨコミガキ ヨコミガキ 01  0 O 2条の凹組十四点粘土貼付による肥厚

295 B 1 3 25b 糧(5YR6/6) にぷい赤褐(町田/3) ヨコミガキ ヨコナデ 010  2条沈組+沈緯内に凹点

2961 B 3125b 灰褐(5YR4I2) にぷい褐(7.5四5/3) ヨコミガキ ヨコミガキ 010  2条の凹緯十回点

震n1 C 3bおb にぷい赤褐(2.5YR4/3) 陪赤褐(5田1/2) ヨコミガキ ヨコミガキ 010  2条の凹韓

3012'::沼 B 1 3 おb 優(5YR7/6) 褐灰(5四5/1) ヨコナデ ヨコミガキ 010  01  0 3条の凹維

祭主9I C 3 l25b 黒褐(7.5Y回/1) にぷい赤褐(町田/4) ヨコミガキ ヨコミガキ 01  0 外面スス付着 2条の回融+問点波頂部に凹み

3∞ B 3125b 檀(5YR6/6) 灰褐(5YR6IZ) ヨコナデ ヨコナデ 010  O 2条の回線+凹点 口層部に凹みあり

301 25， にぷい赤褐(5YRS/4) にぷい赤褐(5四5/4) ヨコミガキ ヨコナデ 010  2条の凹餓屈曲部に2条の凹線

潔)2I 2T 3，配 灰褐(7尻町/21 にぷい檀(7.5YR6/4l ヨコナデ ヨコナデ 010  胴部を粘土貼付により肥厚させる

ヨ~ 1 B 3b おc 褐灰(5YR4/l) にぷい檀(7.5YR6/4l ヨコミガキ ヨコナデ 010  010  外国スス付着 2条の凹椋粘土貼付による披状口縁故頂部に臼みあり

3041 C 3125c にぷい褐(7.5YR5/3) にぷい樫(5YR6/4) ヨコミガキ ヨコミガキ 010  1条の凹綿

3051 C 3b l25c 属褐(5YR2/1l 糧(5YR6/6) ヨコミガキ ヨコミガキ 010  l条の凹線

3061 C 3b l25c 属褐(5YR2/l) 極(5Y脚6) ヨコミガキ ヨコナデ 010  外面スス付着 2条の凹線

初71 B 3bl2Sc 黒(7.5YR2/!) 褐灰(7.5四:4/1) ヨコナデ ヨコナデ 010  1条の凹緯口唇部に凹みあり

3081 A 3b I 2.5c 灰褐(7.5YR412) 黒褐(7.500/1) ヨコナデ ヨコナデ 010  外面スス付着 1条の凹線+凹点粘土貼付による肥厚

3091 C 3125c 樟(5TI括16) にぷい檀(5YR7/4) ヨコミガキ ヨコミガキ 010  2条の回線

310 I C 3b I 25d にぷい掲(7.5YR5/3l 褐灰(7.5YR4!1) ヨコナデ ヨコミガキ 010  O 外面スス付着 4条の沈蝕

3111 C 3b l25d 燈{7.5m/5l にぷい黄檀(10YR7/3) ヨコミガキ ヨコミガキ 010  O 2条の枕線

312 I B 3b t 25d 檀(5m/5) 橿(5m/6) ヨコミガキ ヨコナデ 010  O 3条の枕線

31 1 313 C I 3b 25d 桓(5Y町16) 糧(51&7/6) ヨコミガキ ヨコナヂ 010  O 外商スス付着 4条の枕糠

314 I B 3b I 25e にぷい褐(7.5YR5/3) 黒(1.5YR2/1) ヨコナデ ヨコミガキ 010  拘状の枕線

315 I .B 3 l25e にぷい赤褐(5YR5/4) 檀(7.5四日/日) ヨコナデ ヨコミガキ 010  

316 I B 3bl25f 黒褐(5YR2/1) 情赤縄(5YR.3/3) ヨコミガキ ヨコナデ 01  0 外面スス付着口径1日6咽

317 I A 3b IZ5f 黒(2.5Y2I1) 洩黄(2.518/4) ヨコミガキ ヨコミガキ 01  0 

318 I 18T 3a I 25g 洩黄檀(1OYR8/4) 洩黄(2.518/4) ヨコミガキ ヨコナデ 010  O 屈曲部に1条の凹線(段状)

3191 c 3b l25g 黒褐(SYR2ll) 黒褐(1OYR3/!) ヨコナデ ヨコナデ 010  屈曲部に2条の凹縞

320 1 B 3b l25g 黒褐(5四2fl) 損褐(5YR21l) ヨコミガキ ヨコナデ 010  屈曲部に2条白回線

3211 C 3b l25g にぷい赤褐(5YR5/4) 褐灰(5YR511) ヨコミガキ ヨコミガキ 010  外商スス付着 ヨコ2条沈組後ナナメ枕線、その下位に rUJ字状枕組

3221 B 3 l25g 揖(5YR7I6) 業省(lOYR8/6) ナデ マメツにより不明 010  O 屈曲部にヨコ沈線+タチ刺突拘

3231 B 3 I 25g 灰褐(51幽12) 黒褐(1OYR3/2) ヨコミガキ ヨコミガキ O 下段の凹線上に凹点

3241 B 3 l25g にぷい檀{町田/4) にぷい黄橿(l0YR'7/4) ヨコナデ ヨコナデ O 外商スス付着 凹点列+4条の沈線

3251 c 3bおg 黒褐(5YR2fl) 轟褐(l0YR312) ナナメミガキ ヨコミガキ 010  四綿+逆 rUJ字状回線

3251 B 3b 1 251: 灰褐(5YR4/2) にぷい褐(7.5'四5/3) ヨコミガキ 7 メツにより不明 010  O 外面スス付着 2条町凹線+凹組問に凹点

沼71 C 3b 1 25h 浅黄糧(1町R8I4) 灰貴褐(1OYR512) タテナナメミガキ ヨコミガキ 010  O 外面スス付着口径25.6佃

お81 B 3b 1 25h にぷい檀(7.5YR7I4) にぷい掲げ 5YR5/3) タチミガキ後ヨコミガキ ヨコミガキ 010  O 外面スス付著

321329 C 1 3b 1 26 庇賞褐(lOYR412) 黒褐(1OYR3/1) ヨコナデ ヨコミガキ 010  O 外面スス付着 3条の沈緯

3却 B 3b 1 26 黒褐(5YR2/1) 檀(5Y町/6) ヨコミガキ ヨコミガキ O 。 外面スス付着 数条の枕櫨

3311 C 3 1 26 にぷい赤褐(5Y間/4) 褐灰(5Yl1411) ヨコミガキ ヨコミガキ 01  0 外面スス付着 3条の凹線

3321 B 3bl26 黒褐(5TI泡l1J 黒褐(5YR2/1) ヨコミガキ ヨコミガキ ヨコナデ 01  0 O 3条の凹醜

3331181 3a 1 26 褐(7.5YR4/3) 灰黄褐(lOYR4I2) ヨコナデ ヨコナデ 010  O 2条の凹娘

3341 C 3bl26 橿(2.5Y1出.j8) 橿(5Y殴γ.6) ヨコミガキ ヨコミガキ 010  口径13.0四 3条の凹線

33b1 B 3bl26 庇褐(5Yl14/2) 灰褐(5YR4/2) ヨコミガキ ヨコミガキ 010  4条の凹鰻

3361 C 3bl26 黒褐(2.5Y3/1l 暗灰黄(2.5Y412) ヨコミガキ ヨコナデ 010  O 外面スス付着 口径21.6岨 3条の臼線

お71 C 3 1 Zla にぷい檀{田町14) にぷい檀(5白714)
胴:ナナメ条痘 胴ヨコナデ

010  O 内面スス付普底径8.6個
底ナデ 底唱すデ

33BI c 泊 Z1， 糧(5官7/6) 橿(5YR7/6) 胴:ナデ底:ナデ 胴 aナデ底'ナデ O O 底径11.0cm

3391 C め Z1， にぷい檀(7.5YR7!4) 檀(5YR6/6) 底・胴外周'ナのデみナデ
胴底‘ヨコナデ 010  O 底径8.1個
ナデ

3401 c 3b I 27a 橿(5YR7/6) 橿(7.5YR7/6) 厨底ナナ外周メ貝の条み後ナナデデ 底:廟ユピ唱オヨサコ条エ槙後ナデ 010  01  0 虚径9.8CJl

3411 B ぬ Z1， 極(5YR7/6) にぷい檀(7.5四7/4) 底胴外周タテの貝み条ナデ 底+厨外周咽ナのデみナデ 010  底径10.3畑

3421 C 3b l27a 檀(5四6/6) 橿(5Y町16)
胴:ナデ 胴:ナデ

01  0 O 底径9.9岨
直，外周のみナデ 底:ナデ

3431 C 3 1 27b 横 (5YR6/6) にぷい檀(2.5YR6/41 餌底ヨコナデ 厨底ヨ貝コ貝条条 010  O 底径12.0岨 絹代
網代

33 I 344 B 13b 27b 檀(5YR7/6) 糧(51町16) 厨 丁底寧な絹ヨ代コナデ 胴底ヨコナデ O O 外網代面スス付着 底径11.0圃
ナデ

3451 C 3 l27b にぷい褐(7.SY町13) にぷい糧(5YR6/4)
胴'ナナメ貝条笹ナデ 胴‘ヨコ貝条後ナデ

O O 底上笹げ底13気B岨味のため、中央部は網代痕が不明瞭底網代 底，ナデ

3461191 3a127b 浅黄糧(1OYR8!4) にぷい黄檀(10官7/2) 厨+ヨコ員条笹ナデ 胴:ヨコナデ底:ナデ 01  0 O 外面スス付着座佳11.0CJl 網代痘の上から粘土を量り量ねる

3471 B 3b l27b にぷい橿(7目R7/4) 橿(5YR7/6) 厨底 ナデ ，.，ヨ底コa貝貝条条後ナデ 010  底径9.4岨 網代
網代

3481 B 3b l27b にぷい檀(7.5YR6/4) 燈(5YR7/6) 胴底ナナ網メ代貝条 胴.ナデ底ナデ 010  外商スス付着底佳1O.8cll もじり偏み

349 I 2T " 127b 浅貧鐙(10YR8!4) にぷい檀(7.5官7/4)
胴+ナデ 厨 ヨ底コ貝ナ条デ後ナデ 010  

外網面代スス付着 底径8.6岨
底:網代

35018 3b 1m  によ主い貰程(l0YR7/4) 檀(7.5YR7/5) 胴'ヨコナデ底網代 廟'"コナデ底:ナデ 010  O 底径9.6咽 もじり編み

3511 c 3b I 27b 檀(7.5官7/6) にぷい黄檀(10YR7/4) 胴'.テナデ 廊:ヨコ貝条後ナデ
010  底径12.2咽 もじ担摘み

底:網代 底:ナデ

3521 C 3b 127b にぷい褐(7.5Y田14) 明赤褐(2.5四5/6) 胴底ヨコナデ 胴底ヨ貝コ貝条条 010  底径11.2cll もじり編み
網代

3531 C 3 127b 檀 (5YR61日) 橿(5Y臨16) 底廟外ヨコナデ
胴，ナデ

010  底径11.0岨 もじり縄み
周一部ナデ 底ナデ

3541 C 3b I Z7b 槌(5官7/6) にぷい檀(7.5YR7/31 底胴 ヨコナデ 胴底 ナデ 010  底径9.7咽 周縁部は圧痕(もじり編み}ナデ摘し
網代後ナデ ナデ

34 

3551 c 3b l27b にぷい檀(5YR6/4) 橿(5YR7/6)
胴 a ヨコナデ

厨底+ヨ:貝コ員条条後後ナデナデ 010  底中径央9郵7は阻圧痕ナデ月し底.網代後ナデ

お61 B 3 l27b にぷい黄褐(1OYR5/3) にぷい賞糧(1OYR6/4) 底胴 ヨコナデ 原底 ナデ O 底庄径痘6(.5も四じり編み?)ナデ消し網代後ナデ ナデ
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第8表土器観察表 (7)

鮪図 '" 
地区 r回同 額分

色調 調整 胎土
備考

外商 内面 外商 内面 右/長 角々 事 雲母 自礁 赤礁 他

3571 C :況bI 27b 明赤褐(5四5/6) 塩屋(5YR6/6) ナデ ナデ 01010  木の藁(オオタニワタリ?)

3581 B 3b 127b 鐙(5'耐6) 褐灰(10YR4/1)
廓:ナナメ条檀

底条復 010  O 直径9，0岨 木の葉
底:ナデ

3591 C 3b I 27b にぷい檀{5YR6/4} 橿(5YR7!6) 胴底タテ条条痕痕
胴.ヨコナデ 底:ナ

010  底径9.4cll 貝殻条痕
デ

3601 C 3b 127c にぷい櫨(7.5YR7/4) にぷい黄横(10百回.J3) 胴ナデ底:ナデ 胴・ナデ底:ナデ 010  010  O 底径9，0団

3611 C 3b 127c にぷい置(5YR6/4) 樟(5YR6/5) 週間底タチ条痕条痕
廟 a ヨコ貝条後ナデ 。 O 底径:9.0岨
底:ナデ

36212T 3 127c にぷい褐(7.5YR5/3) 撞(5Y&7/6) 厨咽ナデ底+ナデ
厨，丁寧なナデ

O 010  底径9，0皿
底:ナデ

3回 c 3b幻c にぷい檀(5.話14) にぷい檀(5YR7I4) 胴底:ヨコナデ
ナデ

胴.ナデ 底ナデ D O 底径5.4(咽

364 1 B 3bJ'l:lc 檀(5YR6/5) 櫨(日116/6) ユピオサエ
周ユピオサエ 。 010  底径5，9阻
脚 a ナデ

341365 C 1 3 "， 檀 (5YR6/5) にぷい樟(7.5YR7/4) ナデ ナデ 010  

3661 C 3b l27d にぷい褐(7.5Yl話13) 褐灰(7.SYR4Ill ヨコナデ ナデ 。O O 内面スス付着

361 1 B 3b I 27d にぷい檀(7.5YR6/4) 檀(5四6/S) ナデ ナデ(工具痕強る} 01  0 。 接合部にOJみあり

3681 B 3b幻e 漬黄置(10YR8/41 灰白(2.5Y8/2)
胴・.テミガキ

ナデ 。。 O 底径5，B咽
底 aナデ

3691 ， 3bl'l:le 檀(7.5Y部品) 暗灰黄(2.5Y4I2) 底胴 ヨコナデ
丁寧なナデ

ナデ 01  0 O 底径5.8阻

3701 C 3127e 置(町116/6) にぷい貰撞(1QYR6/3) 胴底 ミガキ
ミガキ ナデ 010  O 底径6，0咽

3711 B 3blZ7e 檀何百6/6) 褐灰(10YR4/1)
廓:タテミガキ

ナデ 010  010  隆径5，'岨
底ミガキ

37Z[ B 3b 127e 樟(7.5YR7!日) 黒褐(2.5Y3/1)
』同'タテクズリ

ナデ 010  O 底径5.2clI
底:ナデ

3731 B 3bl27e 浅黄(2.5Y8/4) 黄(2.5Y8/6)
胴:ナデ

ナデ 010  010  底径3.4CJ1l
底:マメツにより不明

3741 B 3b 127e にぷい黄檀(10百回13) にぷい黄檀(10YR6!3)
胴タテミガキ

7 メツにより不明 010  O 底径5.0cll
底ナデ

3751 C 3bl27e にぷい樺(7.5YR6/4) にぷい褐{7.5YR6/3}
胴， .テミガキ

工具によるヨコナデ 010  。 底径'"個底-ナデ

3761 C 泊"， にぷい糧(7.5YR7/4) 褐反(10YR4/1) ヲテナデ ナデ 010  010  

3771 B 3b I 27f 浅黄檀(7.5Y随'/4) 褐灰(7.5YR5/1l 廟'.テミガキ
ミガキ 010  。 底径4，6，温

底:ミガキ

お

3781 B 3b 127f にぶい黄檀(10刊行3) 灰黄褐(lOY缶12) 胴.ミガキ底ナデ ヨコミガキ 010  底径4.2c回

3791 C 3b 1.27f 浅黄(2.5Y8/3) 糧費(2.5Y8/3) 厨底丁寧ナなデナデ 7 メツにより不明 。 O 底径12.5cm

3801 C 3b I 27f 檀(7.5YI16/6) 黒褐(Z.5Y3/1) 胴‘ミガキ 胴底 : ミミガガキキ O 。 底径11.Oc回
底:ミガキ

3811 B 3b 127f にぷい黄樟(lOYR6(3) にぷい黄檀(lOYR7I3) 胴底 ミガキ
ミガキ

ミガキ 010  O 底径4，0阻

382131 3 1 28~ 檀(7.5四7(6) にぷい褐(7.5YR5(4) ミガキ ミガキ 010  外面に3条枕綿

3831 B 3b 128a にぷい檀(7.5YR7(4) 褐灰(lOYR4(1) ヨコナデ ヨコミガキ 01  0 外酉スス付着

3841 A 3b 1 28~ 県褐(1000/1) にぷい檀(7.5YR6/4) ヨコ条痕 ヨコ条畳 010  。
3851 A 3128a 灰黄禍(10YR4/2) にぷい賞檀<10刊.714) ヨコ条痕 ヨコ条疲 010  粘土紐貼付による肥厚

お61 A 3bl28a にぷい賞糧(lOYR7/4) 浅黄(2.5Y8(4) ヨコナヂ ヨコ条痕 。。 外商スス付着 口縁端部とその下位に粘土紐貼付

3811 C 3 1 28~ 浅黄樫(10YR8/4) にぷい檀(7.5YR1/4) ヨコ貝条後ナデ ヨコ条痕後ナデ 010  。
お81 A 3bl28a にぷい褐(7.5YR6/3) にぷい樟(5YR6/4) ヨコナデ ヨコナデ 010  。 外面スス付着 粘土紐貼付後1条枕線

38悶 ← 28， 浅黄(2.518/4) 灰賞(2.5Y6/2)
胴'ヨコナデ

ナデ 01  0 O 底径9，'咽底:ナデ

お01 A 3bl28a 檀(7.5YR6/6) 灰責(2.5Y6I2)
胴 a ヨコナデ

ミガキ 。 010  底径9.0α血
底‘ナデ

3ゆ11 A 3b l28b 階灰黄(2.5Yち2) 陪灰貧(2.5Y512) ヨコ条痘組織痕 ヨコ条痕後ナデ 010  O 外面スス付着 網目

36L:": A 1 3t 2劫 灰黄褐(lOYR412) 浅黄櫨{lOYR8/4} ナデ組織痩 ミガキ 01  0 。 外面λス付着 網目?

3931 A 3b l28b にぶい黄檀(10YR7I4) 浅黄(2.5Y7/3) ヨコナデ組織痕 ナデ 01  0 010  内外面λス付着 網目

3941 A 3b 1 28t にぷい褐(7.5YR5/4) 樫(7.5YR6(6) ヨコ条寵組織痕 ヨコ条症後ナナメナデ 。 010  外面λス付着 編布

39氾 A 3bl28b 揖黄(2.5Y8/4) 浅黄(2.5Y8/4) 組織痕 ナデ 010  O 栴布

お615T 3128b にぶい黄檀(lOYR7I3) にぷい黄檀(lOYR7/3) 組織疲 ナデ 口 O O 網目

掬71 C 3128c 境賞檀(lOY回1') 洩黄檀(lOYR8I4) マメ?によ唖不明 丁寧なナデ 。O
お包 "， 属掲げ 5YR312) 黒褐(7.5YR312) ヨコミガキ ヨコミガキ 01  0 O 口径32.0咽

3関 B 3b l28c に"'い黄褐(lOYR5/3) 黒褐(10YR3!1) ヨコミガキ ヨコミガキ 01  0 O 

4001 C 3128c 黒(1日YR21ll にぷい褐(7.5四:5/4) ミガキ ヨコミガキ 010  「ノ」字状の突帯 憐成前穿孔あり

4011 C 3 I 28c にぷい費檀(10YR7I4) 福灰(10而:4/1) 丁寧なナデ マメツにより不明 01  0 。
402 I C 3129 にぷい赤褐(5YR4I4) 明時褐(5百5/6) ヨコ条痕 組いヨコナデ 01  0 O 外l面スス付着 先端が不規則に割れた工具による刻み

4031 ， 3129 賞檀(10Y回16) 檀(7.5官 71日) ヨコ条痕後ナデ ナデ 010  O 外面スス付着 指頭によるOJみ口縁端部外面折り返し

4041 C 3b r 29 黒掲(lOYR3/1) にぷい黄褐(10Y&5/4) 粗いヨコナデ ヨコ条痕後ナデ 010  。。 外面スス付着 ヘラ状工具による刻み

必5I C 3b 129 浅黄檀(lOYR8/4) にぷい黄讃(lOYR7/3) ヨコナデ 丁寧なヨコナデ 01  0 。 外面スス付着 へ7状工具による刻みロ縁端部内面に刻み

4Q6 30 灰黄褐(lOYR4/2) にぷい黄櫨(10YR7/4) ヨコ ナナメ貝条 ヨコ貝条 010  沈線後貝殻刺突文

371407 C 13 30 にぷい褐(7.5Y&5/4) 檀(7.5YR7J6) ヨコナデ ヨコナデ 010  外面スス付着

4081121 3130 檀(7.5YR6/6) にぷい檀(7.5YR古川) マメツにより不明 マメツにより不明 01  0 貝殻腹縁(1)による曲綜状文様

4091 C 3bl30 にぷい賞檀(1OYR7/4) にぷい黄檀(1OYR7J4) ナデ ヨコナデ O O 」
粘土紐貼付後円形劇突文、胴部は格子状沈綜

(凡例)石/長石英長石類 角/輝角閃石輝石類 雲母壷雲母 白穣白色の喋 赤際赤色の喋
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① 遺跡遠景(北より)

③ 土層断面図 (12トレンチ北壁)

⑤ A地区調査風景 (北東より)

⑤ A地区遺物出土状況(南西より)

② 遺跡遠景(北より)

④ 土層断面図 (16卜レンチ西壁)

⑦ B地区遺物出土状況(北より)
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① C地区調査風景(東より)

③ 前平式土器出土状況

⑤ 1号集石遺構検出状況

⑥ 6~8号集石遺構検出状況(西より)

② C地区E層遺物出土状況(西より)
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④ 阿高式系土器 CNo.73と82)出土状況

⑦ 4号集石遺構検出状況(北より)
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あとがき

“目映い日差し"の中での緊急全面発掘調査は、予想通り期間に追われるものとなった。

調査を進めると、その膨大な遺物量に驚かされる毎日であった。すぐに遺物取上げをしないと、

作業員さんが発掘できなくなるため、次から次へと測量を実施しないと調査が進まない・

工事は差し迫ってくる……。次の現場は待っている……。

結果、町内有数の資料を提供する遺跡の調査は、慌しく終了しなければならなかった。これ

ほど、期間と測量に追われた現場があっただろうか……。

そして、整理作業も膨大な遺物量と限られた期間に追われることになった。報告書ではなる

べく多くの資料を掲載することに努めたが、満足できる内容には至らなかった。そのため、多

種多様な遺物をもっ家野遺跡の特徴を、報告書として十分に復元できたとは思えない。今後、

報告書の不十分な内容については、機会あるごとに少しずつでも補っていきたい。

最後になりましたが、炎天下の中での発掘作業を、要領の悪い調査員とともに、一生懸命こ

なしていただいた作業員の皆様に、心より感謝申し上げます。また、発掘調査及び報告書作成

にあたり、ご指導・ご協力いただいた方々にも心より感謝を申し上げます。

志布志町埋蔵文化財発掘調査報告書(24)

家 野 遺 跡
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